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今月の記事
新型コロナウイルスワクチン接種情報
公民館定期講座募集
鷹巣中央・南小学校閉校式
清鷹小学校開校
ほか
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新型コロナウイルスワクチン接種を
高齢者の方から順次開始します！
新型コロナウイルスワクチン接種を
高齢者の方から順次開始します！

新型コロナワクチン接種のお知らせ

【新型コロナウイルスワクチン接種に関する予約・相談窓口】
北秋田市コロナワクチン予約センター（北秋田市保健センター内）
☎0186‐67‐6567（予約センター直通）　平日８時30分～17時
　0186‐62‐6666（つながりにくい場合は医療健康課にご連絡ください）
FAX  0186‐62‐6667

【新型コロナウイルスワクチン接種に関する予約・相談窓口】
北秋田市コロナワクチン予約センター（北秋田市保健センター内）
☎0186‐67‐6567（予約センター直通）　平日８時30分～17時
　0186‐62‐6666（つながりにくい場合は医療健康課にご連絡ください）
FAX  0186‐62‐6667

　新型コロナワクチンは医療従事者等、高齢者、基礎疾患のある方から順次接種を開始します。
　国では65歳以上の高齢者の接種が始まっていますが、北秋田市では85歳以上の接種を希望する方
から開始します。クーポン券がお手元に届いた方から予約してください。
　ワクチン接種は完全予約制となっています。

【クーポン発送時期】※年齢は令和３年度末年齢です
・85歳以上の方（昭和12年４月１日以前に生ま
れた方）➡４月16日（金）以降

・75～84歳の方（昭和12年４月２日～昭和22
年４月１日の間に生まれた方）➡4月下旬

・65～74歳の方（昭和22年４月２日～昭和32
年４月１日の間に生まれた方）➡５月中旬

※新型コロナウイルスワクチン接種クーポン券在
中と書かれた封筒が届きます。クーポン券の他
に、接種に関する詳細の案内チラシや、接種に
必要な書類が同封されていますので必ず中身を
ご確認ください。

※上記以外の方は、日程が決まり次第お知らせい
たします。

【接種方法】
※現在、何らかの病気で治療中の方や、体調など
接種に不安のある方は、かかりつけ医等とご相
談の上、ワクチン接種を受けることに同意され
た方のみ予約してください。

・５月は集団接種特設会場（鷹巣体育館、森吉総
合スポーツセンター）のみでの接種となります。

・クーポン券が届いてから予約してください。（予
約時にはクーポン券番号をお知らせください）

・ワクチンは間隔を開けて2回接種となります。
１回目、２回目両日とも来ることが可能な日程
を選んでください。

・ワクチンは上腕に接種するため、当日は半袖等
の肩を出しやすい服装でお越しください。

日程
番号 対象 接種会場 １回目 ２回目 バス送迎 接種時間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

鷹巣体育館

森吉スポセン

鷹巣体育館

森吉スポセン

鷹巣体育館

森吉スポセン

鷹巣体育館

鷹巣体育館

鷹巣体育館

森吉スポセン

５月12日（水）

５月13日（木）

５月19日（水）

５月20日（木）

５月26日（水）

５月27日（木）

６月５日（土）

６月６日（日）

６月23日（水）

６月24日（木）

６月２日（水）

６月３日（木）

６月９日（水）

６月10日（木）

６月16日（水）

６月17日（木）

６月26日（土）

６月27日（日）

７月14日（水）

７月15日（木）

85歳以上

あり

あり

なし

13時30分～
16時30分

13時30分～
16時30分

９時～12時

75歳以上

65歳以上

・詳細は同封されるチラシをご覧ください。
・当日キャンセルする場合は必ずご連絡ください。
・その他の対象者の接種については、決まり次第お知らせいたします。

【５月・６月実施日程・会場・接種時間】※完全予約制

新型コロナ予防接種の安全性など、詳しくは「首相官邸ワクチン特設ページ」をご
覧いただくか、厚生労働省新型コロナワクチンコールセンターへご連絡ください。
厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター　　☎0120‐761770（通話無料）
受付時間　９時から21時まで（土日祝日も実施）

官邸　コロナ　ワクチン 検索

４月14日に鷹巣体育館でワクチン接種シミュレーションが行われました

【クーポン券が届いてから受けるまでの準備】
①封筒の中の書類を確認しましょう。
　・新型コロナウイルスワクチン接種クーポン券
　・新型コロナワクチン接種お知らせ
　・予診票（むらさき色）2枚
　・ファイザー社新型コロナウイルス予防接種に
　　ついての説明書
②お知らせの日程を確認し、予約しましょう。▲クリーム色の封筒が、対象者へ順次送付されます

首相官邸ワクチン
特設ページ QRコード

　予約状況は北秋田市コロナワクチン予約（センターへお問合せください　　　　　）
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師匠はそば屋の店主で初心者でも上達間違いなし！
おいしいそば作りに挑戦してみましょう。
開催期間　６月～翌年１月
開催日時　第３金曜日 ９：30～12：00
講　　師　若松康夫さん
定　　員　16人（材料費1,000円）

手軽で気楽にできるスポーツで健康づくりを楽しみ
ましょう。
開催期間　６月～ 10月（８月休）
開催日時　第２・４水曜日 13：30～15：30
講　　師　藤島　稔さん
定　　員　15人

♦そば打ち上達講座♦そば打ち上達講座

♦パークゴルフ入門講座♦パークゴルフ入門講座

「かわいくて元気の出る物づくり」をとおして交流
の輪を広げましょう。
開催期間　６月～12月
開催日時　第１日曜日 10：00～15：00
講　　師　菊地洋子さん
定　　員　15人（要材料費）

綴子地区の歴史・文化を紹介する「企画展示」の準
備を進め、ふるさとへの愛着心を高めます。
開催期間　６月～11月
開催日時　第３日曜日 14：00～16：00
講　　師　藤島康一さん、宮野明義さん
定　　員　20人

♦ハワイアンキルト講座♦ハワイアンキルト講座

♦「綴子地区の歴史・文化を紹介する展示」の企画講座♦「綴子地区の歴史・文化を紹介する展示」の企画講座

プロ職人の指導で美味しいそばを打ちましょう。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２金曜日 ９：30～12：00
講　　師　若松康夫さん
定　　員　15人（材料費1,000円）

桐の板を加工しオリジナル木工品を作りましょう。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第４金曜日 10：00～12：00
講　　師　岩谷　裕さん
定　　員　15人（材料費初回のみ1,500円）

♦そば打ち講座【New】♦そば打ち講座【New】

♦きりこ工房講座【New】♦きりこ工房講座【New】

賭けない、飲まない、吸わないの健全な環境で、マー
ジャンを楽しんでみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３水曜日 13：00～17：00
講　　師　小笠原幸雄さん
定　　員　16人

家に眠っている着物をリフォームして素敵に変身さ
せてみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１水曜日 ９：30～11：30
講　　師　長岐ヒサ子さん
定　　員　10人（材料各自持参）

♦健康マージャン講座【New】♦健康マージャン講座【New】

♦和装リフォーム講座♦和装リフォーム講座

『簡単+キレイ+楽しく+優しくなれる』をモットー
に、指で絵を描くアートに挑戦してみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３水曜日 10：00～11：30
講　　師　吉田みどりさん
定　　員　10人（材料費1,000円）

認知症予防とストレス発散でリフレッシュ！
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３土曜日 13：00～16：00
講　　師　中嶋信咲さん
定　　員　15人

♦パステル和(NAGOMI)アート【New】♦パステル和(NAGOMI)アート【New】

♦カラオケ講座♦カラオケ講座

季節に合わせ、広く趣味の発掘をしましょう。
開催期間　５月～翌年２月
開催日時　曜日は毎回変わります 10：00～12：00
講　　師　毎回変わります
定　　員　15人（要材料費）

音楽に合わせて体を動かし、健康維持に努めましょう。
開催期間　６月～11月
開催日時　第２・４土曜日 19：00～21：00
講　　師　松岡時子さん
定　　員　15人

♦趣味悠々講座（料理・手芸など）♦趣味悠々講座（料理・手芸など）

♦健康講座♦健康講座

市民ふれあいプラザ コムコム（☎62‐1130　FAX：62‐1669）

令和3年度

「定 期 講 座」「定 期 講 座」
受講生募集!!受講生募集!!
　北秋田市各公民館とコムコムで
は、市民の皆さんの学習や趣味を
深めるお手伝いとして、定期講座
を開催します。

◆申込方法◆申込方法

◆募集期間◆募集期間

5月6日(木)～5月14日(金)

◆その他◆その他

①希望講座 ②氏名 ③住所 ④年齢 ⑤電話番号
を各施設までお知らせください。
※ 定員になるまで随時受付し、定員になり次第締
め切ります

※ 詳細等については、後日申込者へ連絡します。
※ 材料代等は自己負担となります。

公開講座（短期講座）は、日時や内容が決ま
り次第、広報等でお知らせします。

お申込み・お問合せは、講座が開催
される各施設へお願いします。

和菓子作り、簡単なストレッチ、絵本の読み聞かせ
など、暮らしを豊かにする体験を行います。新しい
学びを通して日常の生活に知識と潤いを与えてみま
せんか。
開催期間　６月～翌年２月の隔月
開催日時　毎回変わります
講　　師　毎回変わります
定　　員　20人

♦グッドライフ講座♦グッドライフ講座

アコースティックギターの簡単なコードを楽しく覚
えて、色んな曲を弾いてみよう！いつかあなたもシ
ンガーソングライター。（ギターおよび付属品は各
自でご用意ください）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１・３水曜日 19：00～21：00
講　　師　西嶋菊男さん ほか
定　　員　10人

♦あなたも弾けちゃう！簡単アコギ講座♦あなたも弾けちゃう！簡単アコギ講座

あなたは好きな色や香りはありますか？ この講座
では色と香りを活用することを学びます。日常に色
と香りを取り入れ、生活にちょっとした彩りを添え
てみませんか。
開催期間　６月～ 11月
開催日時　第３木曜日 19：00～21：00
講　　師　伊藤晴樹さん
定　　員　10人

♦色と香りの世界【New】♦色と香りの世界【New】

私たちの心のふるさとである唱歌の懐かしい思い出
をたどりながら、みんなで楽しく歌いましょう。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１金曜日 10：00～12：00
講　　師　三浦栄一さん
定　　員　20人

♦唱歌を歌いま笑歌♪【New】♦唱歌を歌いま笑歌♪【New】

鷹巣地区公民館定期講座 ※ 地区の方はもちろん、地区以外の方も受講できます。

七座公民館（☎67‐2529）

沢口公民館（☎62‐4829）

七日市公民館（☎66‐2001）

綴子公民館（☎62‐1472）

坊沢公民館（☎62‐4729）

栄公民館（☎62‐0744）

【 お 願 い 】
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「市民ふれあいプラザコムコム」お
よび「各公民館」をご利用の際は、マスクの着用や手洗い、消毒、検温など、皆さ
まのご協力をお願いします。

しょうかしょうか



広報きたあきた　2021.5.1広報きたあきた　2021.5.1 67

歌うことで免疫力を高め、健康増進を図りましょう。
開催期間　６月～翌２月（８月休み）
開催日時　第１火曜日 9：30～12:00
講　　師　中嶋信咲さん
定　　員　20人（機材保険代毎回300円）

♦健康うたごえ講座（カラオケ）【New】♦健康うたごえ講座（カラオケ）【New】
合川地区発祥の「樺細工」を作り、伝えていくことを
目標とします。初心者可。（施設使用料毎回100円）
開催期間　６月～翌年２月（全18回）
開催日時　第２・４火曜日 10：00～15：00
講　　師　小笠原　豊さん  
定　　員　16人（材料費初回10,000円）

♦合川樺細工講座（中級コース）♦合川樺細工講座（中級コース）

合川地区各集落の歴史、人物、神社仏閣、方言、昔
話について、その都度テーマを変えながら語り合い
ましょう。
開催期間　６月～翌年２月（８月休み）
開催日時　第３火曜日 10：00～ 11：30
講　　師　内容により変わります／定　　員　15人

♦合川を語り継ぐ講座【New】♦合川を語り継ぐ講座【New】

♦陶芸教室♦陶芸教室

和菓子職人から伝統と歴史に育まれた季節感あふれ
る和菓子の知識や製法を学びましょう。
開催期間　６月～翌年２月（８・１月休み）
開催日時　第２水曜日
　　　　   ①10:30 ～ 12：00 ②13:00 ～ 14:30
講　　師　若松登美夫さん
定　　員　20人（材料費等毎回1,000円）

♦職人から学ぶ和菓子講座♦職人から学ぶ和菓子講座

世界で一つの作品を作る面白さや楽しさをとおして、
創造力を高めましょう。
開催期間　６月～翌年２月（８月休み）
開催日時　第４木曜日 10：00～12：00
講　　師　内容により変わります
定　　員　10人（材料費毎回1,000円～3,000円）

♦ものづくり講座♦ものづくり講座

♦PC講座「PCでオリジナル郷土史つくり」♦PC講座「PCでオリジナル郷土史つくり」
季節に合わせた和菓子を作って楽しみましょう。
開催期間　６月～ 11月(８月休み）
開催日時　第１金曜日 13：00～15：00
講　　師　若松登美夫さん
定　　員　20人（要材料費）

♦和菓子作り講座♦和菓子作り講座

あいターミナル（申込は合川公民館へ)あいターミナル（申込は合川公民館へ)大阿仁公民館（申込は阿仁公民館へ）大阿仁公民館（申込は阿仁公民館へ）

コンテナを使った花壇作り、寄せ植えや街の花壇め
ぐりも予定しています。（先着順）※全５回
開催期間　6月3日、6月24日、7月15日、
　　　　　9月9日、10月14日
開催日時　木曜日 13：30～15：00
講　　師　加藤由美子さん
定　　員　15人（材料費1,100円）

♦コンテナガーデン講座【New】♦コンテナガーデン講座【New】
季節の星座を学び、夜空を眺めてみませんか。
※星空観察会４回（予定）
開催期間　初回６月４日（金）（全5回）
開催日時　随時お知らせします 19：00～21：00
講　　師　公民館職員　/ 定　　員　10人

♦星空さんぽ【New】♦星空さんぽ【New】

ペルー発祥の打楽器「カホン」を演奏してみませんか。
初心者でも気軽に楽しめます。（先着順）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３金曜日 18:00 ～ 20:00
講　　師　ドラマーヒロ（松岡宏明さん）
定　　員　15人

♦エンジョイ！カホン講座【New】♦エンジョイ！カホン講座【New】
充実した毎日のために、体験や講演をとおして楽し
く学びましょう。（先着順）（全6回）
開催期間　６月～翌年２月（毎回募集）
※初回は6月14日（月）詳細は6月号掲載予定
開催日時　内容により変わります
講　　師　内容により変わります
定　　員　内容により変わります（要材料費等）

♦ライフアップ講座【New】♦ライフアップ講座【New】

コサージュ、ブローチ、ネックレスなど自分だけの
アクセサリーを手作りしてみませんか。（先着順）
開催期間　６月～翌２月
開催時間　第２火曜日 9:30 ～ 12:00
講　　師　菊地洋子さん
定　　員　20人（要材料費）

♦アクセサリー手芸講座【New】♦アクセサリー手芸講座【New】

森吉公民館（森吉コミュニティセンター　☎72‐3259　FAX：72‐3374）森吉公民館（森吉コミュニティセンター　☎72‐3259　FAX：72‐3374）

指でパステル画を描きながら、癒しの時間を過ごし
ませんか。（先着順）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第４金曜日 10：00～12：00
講　　師　吉田みどりさん
定　　員　10人（材料費1,000円） 

♦パステル和（NAGOMI）アート講座♦パステル和（NAGOMI）アート講座
ちりめんの端切れや古布を使って、伝統的な玩具や
小物を作りましょう。 （先着順）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３火曜日 ９：30～12：00
講　　師　菊地洋子さん
定　　員　20人（要材料費）

♦ちりめん細工講座♦ちりめん細工講座

前田公民館（申し込みは森吉公民館へ　☎72‐3259　FAX：72‐3374）前田公民館（申し込みは森吉公民館へ　☎72‐3259　FAX：72‐3374）

歌体操でストレス発散、健康づくり！
開催期間　６月～12月
開催日時　第１・３木曜日 10：00～11：30
講　　師　大高清子さん
定　　員　20人（要保険料）

♦Let’s うた体操【New】♦Let’s うた体操【New】

さまざまな布で手作りの生活雑貨を作りませんか。
開催期間　６月～10月
開催日時　第２・４月曜日 13：30～15：30
講　　師　菊地洋子さん
定　　員　20人（要材料費）

♦布あそび講座【New】♦布あそび講座【New】

白磁に絵柄のシールを貼り、オリジナル食器を作っ
てみませんか。
開 催 日　６月10日(木)、24日(木)、７月８日(木)
開催日時　13：30～15：30
講　　師　戸舘誠子さん
定　　員　20人（材料費1,000円）

♦ポーセラーツ【New】♦ポーセラーツ【New】

マタギ発祥の地や各街道の史跡をめぐり、歴史をた
どってみませんか。
開 催 日 　7月５日（月）、8月23日（月）、
　 　 　　９月17日（金）、10月４日（月）
　 　 　　※詳細は随時お知らせ
講　　師　戸嶋 　喬さん
定　　員　20人（要保険料等）

♦歴史街道めぐり♦歴史街道めぐり

阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　☎82‐2220　FAX：82‐2221）阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　☎82‐2220　FAX：82‐2221）

♦薬膳料理講座♦薬膳料理講座

旧町史、自分史、まと火の歴史など自分の好きな
歴史を調べてまとめて、オリジナルの郷土史をPC
で作りましょう
（文字打込、画像挿入、表作成、ネット検索）
開催日時　6・7月の第1・3・5土曜日
　　　　　10：00～12：00
講　　師　田中俊生さん
定　　員　10人

旬の食材を使い、簡単でおいしい料理を作り、美と
健康を手に入れましょう。
開 催 日　６月～翌２月
開催日時　第１火曜日 10：00～13：00
講　　師　武田美知子さん
定　　員　８人（材料費1,500円）

♦うたっこ体操【New】♦うたっこ体操【New】
みんなで歌体操や軽スポーツ運動を楽しみ、スト
レス発散をしましょう。
開催日時　6月～ 10月第1火曜日
　　　　　10：00～11：30
講　　師　大高清子さん
定　　員　20人（要保険料）

ひまわり陶芸ハウス（申込は合川公民館へ)ひまわり陶芸ハウス（申込は合川公民館へ)

仲間とともに陶芸の基礎を学び、あなたらしい素
敵な作品を作りましょう。
開催期間　６月～ 11月
開催日時　第２・４土曜日 10：00～16：00
講　　師　湯瀬二美代さん／定　　員　10人　
※材料費と陶芸ハウス使用料毎回220円

合川公民館（合川保健センター内　☎78‐2114　FAX：78‐2106）合川公民館（合川保健センター内　☎78‐2114　FAX：78‐2106）



年度始めの市長訓示・市長ダイアリー 津谷市政４期目始動・新議員決まる・国立市交流事業

広報きたあきた　2021.5.1広報きたあきた　2021.5.1 89

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
火
）▽
北
秋
田
市
子
ど
も・子
育
て
会
議（
第
二
庁
舎
）

17
日（
水
）▽
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
及
び
障
が
い
者

（
児
）計
画
策
定
委
員
会
か
ら
の
答
申
書
提
出（
本
庁
舎
）

19
日（
金
）▽
鷹
巣
中
央
小
学
校
閉
校
式（
同
校
）▽
鷹
巣
南
小
学
校
閉
校
式（
同
校
）

22
日（
月
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
１
０
７
回
取
締
役
会（
同
社
）

23
日（
火
）▽
第
４
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
本
庁
舎
）

25
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

28
日（
日
）▽
北
秋
田
市
長
選
挙
告
示

29
日（
月
）▽
市
長
無
投
票
４
選
後
初
登
庁
▽
北
秋
田
記
者
ク
ラ
ブ
・
大
館
記
者
ク
ラ

ブ
合
同
取
材（
本
庁
舎
）

30
日（
火
）▽
被
災
地
派
遣
職
員
の
帰
任
報
告（
本
庁
舎
）

31
日（
水
）▽
北
秋
田
市
職
員
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

1
日（
木
）▽
定
期
人
事
異
動
、新
規
採
用
職
員
辞
令
交
付
式
▽
年
度
始
め
の
市
長
訓

示
、新
規
採
用
職
員
紹
介
▽
杉
渕
一
弘
消
防
団
長
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）

３
日（
土
）▽
第
11
回
カ
ム
バ
ッ
ク
縄
文
サ
ー
モ
ン（
縄
文
館・湯
車
川
）

４
日（
日
）▽
春
の
火
災
予
防
運
動
一
斉
放
水
訓
練（
鷹
巣
中
央
公
園
）

6
日（
火
）▽
北
秋
田
市
立「
清
鷹
小
学
校
」開
校
式（
同
校
）

11
日（
日
）▽「
七
日
市
保
育
園
」竣
工
式（
同
園
） ◇ 

３
月
16
日 

〜 

４
月
15
日

「赤い三角屋根駅舎 復元１周年記念イベント」
友好交流都市「国立市」との交流事業

　
令
和
３
年
度
の
新
年
度
を
迎
え
た
４
月

１
日
、
市
役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
、
津
谷

市
長
が
幹
部
職
員
と
新
規
採
用
職
員
を
前

に
年
度
始
め
の
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
「
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
で

無
投
票
に
よ
り
再
選
と
な
り
、
４
期
目
の

市
政
運
営
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
全

身
全
霊
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
新
た

な
北
秋
田
市
を
目
指
し
て
『
前
へ
！
』
進

ん
で
い
き
ま
す
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
部
長
級
に
初
め
て
女
性
職
員
の

積
極
的
な
登
用
を
図
っ
た
ほ
か
、「
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
係
」
を
創
設
し
て
デ
ジ
タ
ル

改
革
を
推
進
す
る
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

の
地
域
経
済
を
下
支
え
す
る
た
め
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策

室
」
を
存
続
し
た
」
な
ど
、
人
事
や
機
構

の
特
色
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
、
新
規

採
用
職
員
に
は
「
今
日
の
緊
張
と
高
い
志

を
忘
れ
ず
、
自
分
ら
し
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
職
務
に
精
励
し
、
市
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
な
ど
と
激
励
し
ま
し
た
。　

　
市
長
４
期
目
の
政
策
と
し
て
「
コ
ロ
ナ

禍
に
負
け
ず
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

北
秋
田
市
を
目
指
す
」「
産
業
振
興
に
よ

る
仕
事
づ
く
り
・
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
」「
新

た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る
移
住
・
定
住
策

の
強
化
」「
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

の
充
実
」「
安
全
・
安
心
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
推
進
・
確
立
」「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」「
高
齢
者
も
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
基
づ
く
地
方
創

生
の
推
進
」「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
の

９
項
目
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
職
員
に
は
「
今
こ
そ
行
政
の

真
価
が
問
わ
れ
る
時
で
、
想
定
外
の
危
機

に
対
応
す
る
し
な
や
か
さ
と
強
さ
を
身
に

備
え
、
北
秋
田
市
を
次
の
世
代
へ
繋
い
で

い
く
た
め
、
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
よ
う
お
願
い
す
る
」
な
ど
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 津

谷
市
長
の
年
度
始
め
訓
示

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え 

新
た
に
『
前
へ
！
』

▲幹部職員と新規採用職員を前に年度始
　めの訓示をする津谷市長

　北秋田市長選挙と同じく、北秋
田市議会議員補欠選挙が３月28日
に告示され、無投票により永井昌
孝氏（39歳・坊沢）が初当選を果
たしました。
　市議会議員補欠選挙は、欠員に
伴うもので、任期は令和４年３月
31日までとなります。

北
秋
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

永
井
昌
孝
氏
が
初
当
選

津
谷
市
政
の
『
４
期
目
』
が
ス
タ
ー
ト

　
市
制
施
行
後
、
５
回
目
と
な
る
北

秋
田
市
長
選
挙
が
３
月
28
日
に
告
示

さ
れ
、
無
投
票
に
よ
り
津
谷
永
光
氏

が
４
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
翌
29
日
に
は
、
当
選
後
は
じ
め
て

登
庁
し
、
市
役
所
玄
関
前
で
多
く
の

職
員
ら
が
拍
手
で
出
迎
え
る
な
か
、

職
員
か
ら
花
束
を
受
け
取
っ
た
あ
と

に
、
一
人
ひ
と
り
と
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
笑
顔

で
応
え
な
が
ら
「
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
庁
舎
に

入
り
ま
し
た
。

　
登
庁
後
に
開
か
れ
た
記
者
会
見
で

は
「
初
心
に
か
え
り
、
手
が
け
て
こ

れ
な
か
っ
た
部
分
に
手
を
つ
け
て
い

き
た
い
。
選
挙
が
な
い
こ
と
で
直
接

お
話
し
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
が
、

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
確

実
に
し
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
る
方
々
の
支
援
も
進
め
た
い
」

な
ど
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　本市と友好交流都市協定を結んでいる東京都国立市において、このほど旧「国立駅舎」の復元１周年記念イベ
ント「赤い三角屋根駅舎 復元１周年記念イベント」が開催されました。
　イベントのひとつとして、令和３年４月３日（土）から４月11日（日）の期間中、北秋田市を紹介するパネル展が
催され、本市の歴史や観光資源、秋田内陸縦貫鉄道などを紹介するパネルが設置されたほか、本市の木材を使用し
て作られたブロックなどが展示されました。期間中、会場には国立市民をはじめ、多くの来場者でにぎわいました。

　旧「国立駅舎」は大正15年に創建され、平成18年に解体されましたが、令和２年
にまちの魅力発信拠点としてJR中央線「国立駅」南口側にリニューアルオープンし
ました。建物は創建当時の姿で復元し、国立市の指定有形文化財になっています。

旧「国立駅舎」のご紹介

▲当選後に初登庁する津谷市長

▲北秋田市を紹介したパネル ▲パネル展のにぎわいの様子 ▲本市の木材を使用したブロック
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北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

vol.38

山田健太郎隊員

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.55

　去年の今頃、森吉山でタケノコを採りに行ってきま
した。頂上のまだらな残雪を眺めながら、笹の中を探っ
ていました。天気はタケノコ採り日和……むしろ暑
かったです。
　職務の一環として週に一度、英語を指導している「あ
きたリフレッシュ学園」の野外活動として体験してき
ました。「あきたリフレッシュ学園」は、県内外の小
中学生がゆとりのある教育を受けながら、北秋田市の
恵まれている大自然の中で、昔から伝わる「秋田なら
ではの遊び方」を体験する施設です。学園指導員とし
て児童生徒の安全等を見守りながら、自身も普段から
できないこのようなことを体験し、北秋田の伝統生活
が学べるありがたい機会となっています。

　中止された令和２年チャレンジデーの代わりに汗を
かき、採りたてのタケノコで作った昼食のタケノコ汁
は美味しく、充実感たっぷりで食べました。空腹が最
高の調味料なのかもしれません。ただ、タケノコをむ
いた後の捨てる皮の量が半端なく、残りの実が少なす
ぎるのを見てガッカリするのは、私だけ？

タケノコ採り

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
田
健
太

郎
で
す
。「
マ
タ
ギ
文
化
」
に
興
味

が
あ
り
、
昨
年
４
月
に
阿
仁
地
区
に

移
住
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
現
役
マ
タ
ギ
で
松
橋
旅

館
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
松
橋
利
彦
さ

ん
に
手
取
り
足
取
り
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
マ
タ
ギ
の
生
業
の
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
季
節

と
と
も
に
移
り
変
わ
る
マ
タ
ギ
の
生

業
は
、
自
然
と
関
わ
る
こ
と
の
喜
び

や
厳
し
さ
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
い

て
、
一
言
で
は
ま
と
め
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
得
難
い
体
験
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
２
年
目
と
な
る
今
年
は
、

引
き
続
き
「
マ
タ
ギ
文
化
」
に
つ
い

て
の
体
験
な
ど
に
加
え
、
阿
仁
地
域

全
体
の
情
報
発
信
を
地
域
産
物
等
の

「
販
売
」
と
と
も
に
や
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１
年
を
と
お
し
て
「
マ
タ
ギ

文
化
」
に
限
ら
ず
、
阿
仁
と
い
う
地

域
全
体
が
と
て
も
お
も
し
ろ
い
な
と

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
マ

を
撃
て
る
の
は
マ
タ
ギ
だ
け
で
す

が
、
山
菜
、
き
の
こ
、
川
魚
、
木
の

実
な
ど
な
ど
、
こ
の
地
域
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
分
が
体
験
し
た
魅
力

を
情
報
と
し
て
発
信
す
る
だ
け
で

は
、
な
か
な
か
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
発
信
に
地

域
産
物
等
の
「
販
売
」
を
加
え
る
こ

と
で
、
よ
り
リ
ア
ル
に
阿
仁
を
感
じ

て
も
ら
え
る
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
年
目
も
が
ん
ば
り
ま
す
！

第
４
回　

環
状
列
石
が
つ
く
ら
れ
た
時
代

背
景

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文

化
遺
産
へ
の
登
録
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
つ

い
て
、
発
掘
・
保
存
な
ど
最
新
の
研
究
を

交
え
、
改
め
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、環
状
列
石（
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
）
を
中
心
と
し
た
遺
跡
で
、

環
状
列
石
が
４
つ
も
見
つ
か
っ
て
い
る
遺

跡
は
、
全
国
で
も
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
を
目
指
し
て

い
る「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

は
、
17
カ
所
の
縄
文
遺
跡
が
ま
と
ま
り
、

縄
文
文
化
の
価
値
を
表
し
て
い
ま
す
。
17

遺
跡
は
「
集
落
」「
貝
塚
」「
記
念
物
」
と

い
う
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。
集
落
は
人
が

住
ん
だ
ム
ラ
の
遺
跡
、
貝
塚
は
沿
岸
で
採

取
し
た
貝
の
殻
を
捨
て
た
遺
跡
、
そ
し
て
、

記
念
物
は
「
コ
」
字
状
に
巨
大
な
盛
土
を

築
い
た
垣
ノ
島
遺
跡
（
函
館
市
）、
掘
り

上
げ
た
土
を
周
囲
に
ド
ー
ナ
ツ
状
に
盛
っ

た
墓
が
見
つ
か
っ
て
い
る
キ
ウ
ス
周
堤
墓

（
千
歳
市
）
な
ど
、
マ
ツ
リ
や
祈
り
の
遺

跡
で
、
集
落
・
貝
塚
と
い
っ
た
日
常
生
活

に
関
わ
る
遺
跡
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。

　
記
念
物
の
中
で
も
っ
と
も
有
名
な
の
が
、

河
原
石
を
1
0
0
0
個
以
上
使
っ
て
丸
く

並
べ
た
環
状
列
石
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
大
規
模
な
土
地
造
成
を
し
て
環
状
列

石
を
つ
く
っ
た
痕
跡
が
見
つ
か
っ
た
小
牧

野
遺
跡
（
青
森
市
）、
日
本
最
大
級
の
２

つ
の
環
状
列
石
が
み
つ
か
っ
た
大
湯
環
状

列
石
（
鹿
角
市
）、
そ
し
て
伊
勢
堂
岱
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。
環
状
列
石
は
、
縄
文
時

代
後
期
（
四
千
年
前
）
に
な
る
と
、
北
緯

40
度
よ
り
北
の
地
域
で
一
斉
に
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
縄
文
人
は
、
な
ぜ
腹
の
足
し
に

も
な
ら
な
い
環
状
列
石
の
よ
う
な
巨
大
な

遺
構
を
つ
く
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
縄
文
時
代
後
期
の
少
し
前
の
縄
文
時
代

中
期
で
は
、
三
内
丸
山
遺
跡
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
竪
穴
建
物
が
多
く
発
見
さ
れ

る
大
集
落
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

中
期
末
に
な
る
と
大
集
落
の
遺
跡
は
少
な

く
な
り
、
せ
い
ぜ
い
竪
穴
建
物
（
家
）

が
２
〜
３
棟
の
小
さ
な
集
落
が
多
く
な

り
、遺
跡
数
も
激
減
し
ま
し
た
。つ
ま
り
、

人
口
の
激
減
で
す
。
そ
の
後
、
縄
文
時

代
後
期
に
な
る
と
、
小
さ
な
ム
ラ
に
分

か
れ
て
住
ん
で
い
る
縄
文
人
は
、
マ
ツ

リ
や
葬
式
を
行
う
た
め
に
、
環
状
列
石

を
つ
く
り
ま
す
。
環
状
列
石
は
、
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
葬
式
や
祭
祀
を
行
う
こ

と
で
、
人
々
が
団
結
を
深
め
る
た
め
の

機
能
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
縄
文
時
代
中
期
末
の
人
口
減
少
に
は

原
因
が
あ
る
は
ず
で
、
具
体
的
に
指
摘

し
た
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
が
、

小
林
達
雄
氏（
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
）

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
感
染

症
に
よ
る
こ
と
を
以
前
か
ら
指
摘
し
て

い
ま
す
。
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

こ
の
指
摘
は
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　
か
つ
て
縄
文
人
が
感
染
症
を
乗
り
越

え
、
環
状
列
石
に
集
ま
っ
て
マ
ツ
リ
を

し
た
と
し
た
な
ら
、
現
代
の
私
た
ち
も

コ
ロ
ナ
禍
を
終
息
さ
せ
て
、
伊
勢
堂
岱

縄
文
館
に
集
ま
っ
て
縄
文
ま
つ
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
北
秋
田
市
学
芸
員

▲伊勢堂岱遺跡の墓

▲空から見た伊勢堂岱遺跡の環状列石Ａ

学芸員コラム学芸員コラム
vol.４vol.４

伊勢堂岱遺跡
メモリーズ
伊勢堂岱遺跡
メモリーズ

発掘
世界遺産物語！
発掘
世界遺産物語！

狩猟後のきのこ採り
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式
典
は
、
卒
業
し
た
６
年
生
を
含
む
全

校
児
童
と
教
職
員
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て

学
校
運
営
委
員
や
、
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
な
ど
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は「
本
校
は
明
治
８
年
に「
脇

神
学
校
」
と
し
て
創
立
以
来
、
１
４
５
年

の
永
き
に
渡
り
こ
の
地
域
の
学
校
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
。
本
校
は
、
プ
ロ
野
球

選
手
と
し
て
長
年
に
渡
り
活
躍
し
、
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
指
揮
を
と

る
こ
と
に
な
っ
た
中
嶋
聡
監
督
や
、
大
相

撲
の
元
関
脇
豪
風
の
現
在
の
押
尾
川
親
方

を
輩
出
す
る
な
ど
、野
球
、バ
レ
ー
、相
撲
、

ス
キ
ー
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
て
き
た
。
わ
ら
し
っ
こ
山
や

ぎ
ゃ
ろ
っ
こ
池
、
学
校
田
、
畑
、
花
壇
な

ど
の
環
境
を
整
備
し
、
体
験
活
動
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
き

た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
環
境
で

育
っ
た
多
く
の
卒
業
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
活
躍
し
、
社
会
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
も
誇
り
で

あ
る
。
昨
年
11
月
７
日
に
行
わ
れ
た
閉
校

記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
の

学
校
に
対
す
る
強
い
愛
情
と
感
謝
の
気
持

ち
が
十
分
に
表
現
さ
れ
、
そ
こ
に
は
皆
さ

ん
の
合
言
葉
で
あ
る
「
中
央
ハ
ー
ト
」
の
、

「
あ
か
る
く
」「
あ
つ
く
」「
あ
き
ら
め
ず
」

の
三
つ
の
心
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

是
非
こ
の
「
中
央
ハ
ー
ト
」
の
精
神
を
清

鷹
小
学
校
で
も
受
け
継
い
で
ほ
し
い
。
鷹

　
式
典
は
、
卒
業
し
た
６
年
生
を
含
む
全

校
児
童
と
教
職
員
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て

学
校
運
営
委
員
や
、
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
な
ど
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は「
本
校
は
明
治
８
年
に「
脇

神
学
校
」
と
し
て
創
立
以
来
、
１
４
５
年

の
永
き
に
渡
り
こ
の
地
域
の
学
校
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
た
。
本
校
は
、
プ
ロ
野
球

選
手
と
し
て
長
年
に
渡
り
活
躍
し
、
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
指
揮
を
と

る
こ
と
に
な
っ
た
中
嶋
聡
監
督
や
、
大
相

撲
の
元
関
脇
豪
風
の
現
在
の
押
尾
川
親
方

を
輩
出
す
る
な
ど
、野
球
、バ
レ
ー
、相
撲
、

ス
キ
ー
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
て
き
た
。
わ
ら
し
っ
こ
山
や

ぎ
ゃ
ろ
っ
こ
池
、
学
校
田
、
畑
、
花
壇
な

ど
の
環
境
を
整
備
し
、
体
験
活
動
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
ん
で
き

た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
環
境
で

育
っ
た
多
く
の
卒
業
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
活
躍
し
、
社
会
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
も
誇
り
で

あ
る
。
昨
年
11
月
７
日
に
行
わ
れ
た
閉
校

記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
の

学
校
に
対
す
る
強
い
愛
情
と
感
謝
の
気
持

ち
が
十
分
に
表
現
さ
れ
、
そ
こ
に
は
皆
さ

ん
の
合
言
葉
で
あ
る
「
中
央
ハ
ー
ト
」
の
、

「
あ
か
る
く
」「
あ
つ
く
」「
あ
き
ら
め
ず
」

の
三
つ
の
心
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

是
非
こ
の
「
中
央
ハ
ー
ト
」
の
精
神
を
清

鷹
小
学
校
で
も
受
け
継
い
で
ほ
し
い
。
鷹

巣
中
央
小
学
校
を
支
え
て
く
れ
た
歴
代
の

校
長
先
生
並
び
に
教
職
員
の
皆
さ
ま
、
関

係
す
る
全
て
の
皆
さ
ま
に
、
本
校
の
設
置

者
と
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
清
鷹
小
学
校
で
の
子
ど
も
た
ち

の
伸
び
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い
る
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
黒
澤
芳
彦
市
議
会
議
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
児
童
を
代
表
し
て
近
藤

成
道
さ
ん
が
「
新
学
期
を
迎
え
る
３
月
に

小
学
校
と
お
別
れ
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

地
域
の
方
々
に
は
い
つ
も
や
さ
し
く
見
守

り
応
援
し
て
も
ら
っ
た
。
大
好
き
な
中
央

小
学
校
で
の
思
い
出
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、

閉
校
式
に
出
席
し
た
皆
さ
ん
の
心
の
中
に

大
切
な
宝
物
と
し
て
永
遠
に
残
る
で
し
ょ

う
。
清
鷹
小
学
校
で
は
中
央
ハ
ー
ト
を
引

継
ぎ
、
新
し
い
歴
史
を
築
い
て
い
く
」
な

ど
と
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
へ
校
旗
を
返
納
し
た
あ
と
藤

嶋
校
長
は
「
校
旗
を
返
納
し
、
中
央
小
学

校
が
閉
校
す
る
寂
し
さ
と
悲
し
さ
を
感
じ

て
い
る
。
４
月
か
ら
清
鷹
小
学
校
に
中
央

小
の
遺
伝
子
は
引
き
継
が
れ
る
。
学
校
生

活
で
身
に
つ
け
た
中
央
ハ
ー
ト
で
、
幸
せ

に
な
る
た
め
に
学
び
続
け
、
前
へ
進
ん
で

ほ
し
い
。
中
央
小
を
支
え
て
く
れ
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
閉
校
式
を

終
え
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

巣
中
央
小
学
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を
支
え
て
く
れ
た
歴
代
の

校
長
先
生
並
び
に
教
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員
の
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さ
ま
、
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全
て
の
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に
、
本
校
の
設
置
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と
し
て
心
か
ら
感
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を
申
し
上
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る
と

と
も
に
、
清
鷹
小
学
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で
の
子
ど
も
た
ち

の
伸
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や
か
な
成
長
を
願
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て
い
る
」
と

式
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を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
黒
澤
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彦
市
議
会
議
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
児
童
を
代
表
し
て
近
藤

成
道
さ
ん
が
「
新
学
期
を
迎
え
る
３
月
に

小
学
校
と
お
別
れ
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

地
域
の
方
々
に
は
い
つ
も
や
さ
し
く
見
守

り
応
援
し
て
も
ら
っ
た
。
大
好
き
な
中
央

小
学
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で
の
思
い
出
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、

閉
校
式
に
出
席
し
た
皆
さ
ん
の
心
の
中
に

大
切
な
宝
物
と
し
て
永
遠
に
残
る
で
し
ょ

う
。
清
鷹
小
学
校
で
は
中
央
ハ
ー
ト
を
引

継
ぎ
、
新
し
い
歴
史
を
築
い
て
い
く
」
な

ど
と
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
へ
校
旗
を
返
納
し
た
あ
と
藤

嶋
校
長
は
「
校
旗
を
返
納
し
、
中
央
小
学

校
が
閉
校
す
る
寂
し
さ
と
悲
し
さ
を
感
じ

て
い
る
。
４
月
か
ら
清
鷹
小
学
校
に
中
央

小
の
遺
伝
子
は
引
き
継
が
れ
る
。
学
校
生

活
で
身
に
つ
け
た
中
央
ハ
ー
ト
で
、
幸
せ

に
な
る
た
め
に
学
び
続
け
、
前
へ
進
ん
で

ほ
し
い
。
中
央
小
を
支
え
て
く
れ
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
閉
校
式
を

終
え
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
立
鷹
巣
中
央
小
学
校
（
藤
嶋
勇
人
校
長
、

児
童
数
１
０
７
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴

い
、
３
月
末
日
で
１
４
５
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
、
３
月
19
日
に

同
校
で
行
わ
れ
、
生
徒
や
教
職
員
を
は
じ
め
、

卒
業
生
な
ど
が
出
席
し
中
央
小
学
校
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
鷹
巣
中
央
小
学
校 

閉
校
式

永
遠
な
る「
中
央
ハ
ー
ト
」を
胸
に
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２
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年

27
年

令
和
３
年

脇
神
学
校
を
創
立

脇
神
尋
常
小
学
校
と
改
称

沢
口
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

沢
口
尋
常
小
学
校
と
改
称

沢
口
国
民
学
校
と
改
称

沢
口
村
立
沢
口
小
学
校
と
改
称

学
校
給
食
開
始

町
村
合
併
に
よ
り
、
鷹
巣
町
立
沢
口
小
学
校
と
な
る

創
立
80
周
年
記
念
式
典

全
国
給
食
優
秀
校
と
し
て
表
彰

鷹
巣
町
立
鷹
巣
中
央
小
学
校
と
改
称

新
校
章
制
定

校
歌
制
定
（
作
詞 

高
村
禅
雄　
作
曲 

岡
田
志
津
麿
）

中
央
校
舎
と
鷹
巣
校
舎
が
統
合
、
高
村
岱
に
新
築
移
転

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

校
舎
内
・
外
装
を
大
改
修

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典

体
育
館
床
全
面
改
修
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
新
設

わ
ら
し
っ
こ
山
改
修
整
備

合
併
に
よ
り
校
名
を
北
秋
田
市
立
鷹
巣
中
央
小
学
校
と
改
称

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典

学
校
環
境
緑
化
モ
デ
ル
事
業
完
成
式
典

「
豪
風
杯
校
内
相
撲
大
会
」
実
施

「
よ
う
こ
そ
先
輩
！
豪
風
関
と
ふ
れ
あ
お
う
」
集
会
開
催

創
立
１
４
０
周
年
記
念
式
典
開
催

閉
校
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

閉
校
式
挙
行
、
１
４
５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

鷹
巣
中
央
小
学
校
の
沿
革

　
　
　

 

作
詞　

高
村
禅
雄

　
　
　

 

作
曲　

岡
田
志
津
麿

一
、
そ
の
名
も
鷹
巣 

中
央
と

偉
容
を
誇
る 

我
が
母
校

郷
土
の
文
化 

背
に
負
う
て

心
も
体
も 

鍛
え
つ
つ

伸
び
ゆ
く
我
等
を 

見
よ
や
み
よ

二
、
青
空
高
く 

聳
え
立
つ

森
吉
山
を 

仰
ぎ
み
て

希
望
に
胸
を 

膨
ら
ま
せ

手
に
手
を
取
り
つ
つ 

励
み
合
う

我
ら
が
学
び
舎
を 

見
よ
や
み
よ

三
、
今
も
昔
も 

堂
々
と

流
れ
て
や
ま
ぬ 

米
代
の

河
の
流
れ
を 

身
に
し
め
て

足
並
そ
ろ
え
て 

進
み
ゆ
く

我
等
が
姿
を 

見
よ
や
み
よ

校 

歌

▲藤嶋校長から津谷市長に校旗が返納されました

▲近藤成道さんあいさつ ▲藤嶋校長あいさつ

閉 
校 記

 念 特 集

鷹
巣中央小学

校
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式
典
は
、
卒
業
し
た
６
年
生
を
含
む
全

校
児
童
と
教
職
員
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て

学
校
運
営
委
員
や
、
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
な
ど
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は「
本
校
は
明
治
７
年
に「
七

日
市
小
学
校
」
と
し
て
創
立
以
来
、
１
４

６
年
の
永
き
に
渡
り
こ
の
地
域
の
学
校
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
明
る
く
伸
び
伸

び
と
学
ぶ
校
風
と
、
文
化
教
養
の
豊
か
な

風
土
に
支
え
ら
れ
て
、
心
も
体
も
豊
か
に

成
長
し
た
多
く
の
卒
業
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
活
躍
し
、
社
会
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
も
誇
り

で
あ
る
。昨
年
11
月
15
日
に
行
わ
れ
た「
閉

校
式
典
」
で
は
、
南
っ
子
が
学
校
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
を
、
明
る
く
元
気
な
声

に
よ
る
呼
び
か
け
や
、
心
の
こ
も
っ
た
合

唱
で
力
強
く
表
現
し
て
い
た
。
長
年
に
渡

り
一
人
一
人
が
輝
き
自
立
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
き
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
取

組
の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

も
南
っ
子
の
合
言
葉
で
あ
る
「
あ
っ
た
か

ハ
ー
ト
で
た
く
ま
し
く
」
の
精
神
を
統
合

先
の
清
鷹
小
学
校
で
も
受
け
継
い
で
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。
今
日
ま
で
鷹
巣
南
小

学
校
の
永
い
歩
み
を
支
え
て
く
れ
た
歴
代

の
校
長
先
生
並
び
に
教
職
員
の
皆
さ
ま
、

卒
業
生
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様
に
、
本
校

の
設
置
者
と
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
生
清
鷹
小
学
校
で
の
子

　
式
典
は
、
卒
業
し
た
６
年
生
を
含
む
全

校
児
童
と
教
職
員
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て

学
校
運
営
委
員
や
、
自
治
会
長
、
市
議
会

議
員
な
ど
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は「
本
校
は
明
治
７
年
に「
七

日
市
小
学
校
」
と
し
て
創
立
以
来
、
１
４

６
年
の
永
き
に
渡
り
こ
の
地
域
の
学
校
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
明
る
く
伸
び
伸

び
と
学
ぶ
校
風
と
、
文
化
教
養
の
豊
か
な

風
土
に
支
え
ら
れ
て
、
心
も
体
も
豊
か
に

成
長
し
た
多
く
の
卒
業
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
活
躍
し
、
社
会
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
も
誇
り

で
あ
る
。昨
年
11
月
15
日
に
行
わ
れ
た「
閉

校
式
典
」
で
は
、
南
っ
子
が
学
校
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
を
、
明
る
く
元
気
な
声

に
よ
る
呼
び
か
け
や
、
心
の
こ
も
っ
た
合

唱
で
力
強
く
表
現
し
て
い
た
。
長
年
に
渡

り
一
人
一
人
が
輝
き
自
立
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
き
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
取

組
の
表
れ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

も
南
っ
子
の
合
言
葉
で
あ
る
「
あ
っ
た
か

ハ
ー
ト
で
た
く
ま
し
く
」
の
精
神
を
統
合

先
の
清
鷹
小
学
校
で
も
受
け
継
い
で
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。
今
日
ま
で
鷹
巣
南
小

学
校
の
永
い
歩
み
を
支
え
て
く
れ
た
歴
代

の
校
長
先
生
並
び
に
教
職
員
の
皆
さ
ま
、

卒
業
生
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様
に
、
本
校

の
設
置
者
と
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
生
清
鷹
小
学
校
で
の
子

ど
も
た
ち
の
伸
び
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

い
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
黒
澤
芳
彦
市
議
会
議
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
近
藤
沙
椰
さ
ん
は
「
今

思
い
返
す
と
、
こ
の
鷹
巣
南
小
学
校
で
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。

様
々
な
場
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

忘
れ
な
い
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
伝
統

と
思
い
出
を
大
切
に
し
、
新
た
な
友
達
と

力
を
合
わ
せ
て
清
鷹
小
学
校
の
歴
史
を
作

り
上
げ
て
い
く
。
今
ま
で
以
上
に
友
達
を

大
切
に
し
、
地
域
の
方
と
明
る
く
活
動
す

る
中
で
、
最
上
級
生
と
し
て
学
校
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
新
し
い
学
校

生
活
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
へ
校
旗
を
返
納
し
た
あ
と
山

本
校
長
は
「
こ
れ
ま
で
お
あ
ず
か
り
し
て

い
た
校
旗
を
市
長
へ
返
納
し
た
。
こ
の
校

旗
は
昭
和
61
年
に
後
援
会
を
中
心
に
４
０

０
人
を
超
え
る
人
た
ち
か
ら
賛
同
を
い
た

だ
き
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
の
教
育

に
対
す
る
熱
意
と
期
待
の
大
き
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。
鷹
巣
南
小
学
校
を
支
え
て
く
れ

た
風
土
と
伝
統
は
、
た
と
え
学
校
が
変

わ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
信
じ
て

い
る
。
新
た
な
学
校
を
支
え
る
土
台
と
な

り
こ
れ
ま
で
以
上
の
伝
統
を
築
い
て
く
れ

る
だ
ろ
う
」
と
新
し
い
学
校
へ
の
期
侍
を

述
べ
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
の
伸
び
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

い
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
黒
澤
芳
彦
市
議
会
議
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
近
藤
沙
椰
さ
ん
は
「
今

思
い
返
す
と
、
こ
の
鷹
巣
南
小
学
校
で
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。

様
々
な
場
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

忘
れ
な
い
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
伝
統

と
思
い
出
を
大
切
に
し
、
新
た
な
友
達
と

力
を
合
わ
せ
て
清
鷹
小
学
校
の
歴
史
を
作

り
上
げ
て
い
く
。
今
ま
で
以
上
に
友
達
を

大
切
に
し
、
地
域
の
方
と
明
る
く
活
動
す

る
中
で
、
最
上
級
生
と
し
て
学
校
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
新
し
い
学
校

生
活
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
へ
校
旗
を
返
納
し
た
あ
と
山

本
校
長
は
「
こ
れ
ま
で
お
あ
ず
か
り
し
て

い
た
校
旗
を
市
長
へ
返
納
し
た
。
こ
の
校

旗
は
昭
和
61
年
に
後
援
会
を
中
心
に
４
０

０
人
を
超
え
る
人
た
ち
か
ら
賛
同
を
い
た

だ
き
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
の
教
育

に
対
す
る
熱
意
と
期
待
の
大
き
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。
鷹
巣
南
小
学
校
を
支
え
て
く
れ

た
風
土
と
伝
統
は
、
た
と
え
学
校
が
変

わ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
と
信
じ
て

い
る
。
新
た
な
学
校
を
支
え
る
土
台
と
な

り
こ
れ
ま
で
以
上
の
伝
統
を
築
い
て
く
れ

る
だ
ろ
う
」
と
新
し
い
学
校
へ
の
期
侍
を

述
べ
ま
し
た
。

　
市
立
鷹
巣
南
小
学
校
（
山
本
英
幸
校
長
、

児
童
数
55
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
１
４
６
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
、
３
月
19
日
に
同
校

で
行
わ
れ
、
生
徒
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒

業
生
な
ど
が
出
席
し
南
小
学
校
に
別
れ
を
告

げ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
鷹
巣
南
小
学
校 

閉
校
式

明
治
７
年

17
年

20
年

22
年

31
年

34
年

昭
和
16
年

22
年

29
年

31
年

39
年

44
年

45
年

47
年

49
年

平
成
６
年

16
年

21
年

令
和
２
年

３
年

七
日
市
小
学
校
が
創
立

小
森
、
脇
神
の
２
校
を
本
校
に
合
併
し
、
小
猿
部
小
学
校
と
改
称

七
日
市
尋
常
小
学
校
と
改
称

小
猿
部
簡
易
小
学
校
と
改
称

七
日
市
簡
易
小
学
校
と
改
称

新
校
舎
が
完
成

七
日
市
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

七
日
市
国
民
学
校
と
改
称

七
日
市
小
学
校
と
改
称

創
立
80
周
年
記
念
式
典

町
村
合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
七
日
市
小
学
校
に
校
名
を
変
更

創
立
90
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
挙
行

七
日
市
小
学
校
、
坊
山
小
学
校
の
合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
南
小
学
校

と
な
り
、
３
年
後
に
実
質
統
合
予
定

中
央
小
学
校
の
一
部
、
葛
黒
小
学
校
の
一
部
を
学
区
に
編
入

名
実
と
も
に
鷹
巣
町
立
南
小
学
校
と
な
る

鷹
巣
南
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

創
立
１
０
０
周
年
、
統
合
５
周
年
記
念
式
典
挙
行

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
、
祝
賀
会
挙
行

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典

合
併
に
よ
り
校
名
を
北
秋
田
市
立
鷹
巣
南
小
学
校
と
改
称

竜
森
小
学
校
と
統
合

閉
校
記
念
式
典
・
思
い
出
を
語
る
会
・
記
念
碑
除
幕
式

閉
校
式
挙
行
、
１
４
６
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

鷹
巣
南
小
学
校
の
沿
革

　
　
　

 

作
詞　

松
橋
修
一
郎

　
　
　

 

作
曲　

木
内　

博

一
、
ゆ
た
か
な
大
地 

す
む
空
に

森
吉
の
み
ね 

か
が
や
い
て

学
び
の
に
わ
に 

す
く
す
く
と

清
い
心
を 

み
が
こ
う
よ

そ
だ
つ
わ
れ
ら
の 

み
な
み
小

二
、
雨
や
風
に
も 

耐
え
し
の
ぶ

ほ
こ
る
歴
史
を 

う
け
つ
い
で

学
び
の
に
わ
に 

は
つ
ら
つ
と

強
い
か
ら
だ
を 

つ
く
ろ
う
よ

き
づ
く
わ
れ
ら
の 

み
な
み
小

三
、
希
望
の
ひ
か
り 

さ
す
丘
に

の
び
ゆ
く
姿 

陽
に
映
え
て

若
い
日
本
の 

足
音
に

力
あ
わ
せ
て 

す
す
も
う
よ

た
の
し
い
学
び
舎 

み
な
み
小

校 

歌

▲山本校長から津谷市長に校旗が返納されました

閉 
校 記

 念 特 集

鷹
巣南小学校

地
域
が
育
ん
だ「
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
」を
忘
れ
ず

▲近藤沙椰さんあいさつ ▲山本校長あいさつ
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「清らかで たくましく」「清らかで たくましく」
北秋田市立清鷹小学校が開校北秋田市立清鷹小学校が開校

　
鷹
巣
中
央
小
学
校
と
鷹
巣
南
小
学
校
が

統
合
し
て
誕
生
し
た
清
鷹
小
学
校
（
山
本

英
幸
校
長
、児
童
１
６
２
人
）の
開
校
式
が
、

４
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
言
葉
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
に
、

津
谷
市
長
か
ら
山
本
校
長
へ
校
旗
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
３
月
31
日
を
も
っ
て
、

鷹
巣
中
央
小
学
校
と
鷹
巣
南
小
学
校
が
そ

れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
と
伝
統
に
幕
を
閉
じ
、

北
秋
田
市
立
清
鷹
小
学
校
と
し
て
新
た
に

出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

入
っ
て
く
る
27
名
の
新
入
生
を
加
え
た
全

校
１
６
２
名
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
で
身
に
付
け
て
き
た
力
を
合
わ
せ
て

清
鷹
小
学
校
の
新
た
な
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
清
鷹
小
学
校
が
豊

か
な
自
然
と
地
域
の
人
々
の
愛
情
の
も
と
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
新

た
な
歴
史
の
礎
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
黒
澤
芳
彦
市
議
会
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
校
章
、
校
歌
の
制
作

者
で
あ
る
木
村
伸
さ
ん
、
三
浦
栄
一
さ
ん
、

川
口
洋
一
郎
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
の
山
城
侑
輝

さ
ん
が
「
小
猿
部
川
流
域
の
２
校
が
１
つ

に
な
っ
た
こ
と
で
、
パ
ワ
ー
は
２
倍
に
も

３
倍
に
も
な
る
。
清
ら
か
で
た
く
ま
し
く

の
校
訓
に
込
め
ら
れ
た
願
い
を
叶
え
ら
れ

る
よ
う
な
小
学
校
に
し
て
い
き
た
い
。
全

校
で
力
を
合
わ
せ
て
、
未
来
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
山
本
校
長
は
「
校
名
が
決
定
す
る
ま
で

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
地
域
の

期
待
や
子
ど
も
た
ち
の
願
い
な
ど
を
話
し

合
う
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
。
校
名
に
は

小
猿
部
川
の
流
れ
の
よ
う
な
清
ら
か
な
心

を
も
ち
、
力
強
く
羽
ば
た
く
鷹
の
よ
う
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
清
鷹
小
学
校
が
１
０
０
年
後

も
地
域
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
児
童
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い

に
新
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
、
出
席
者
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

27人の新１年生も清鷹小学校に仲間入り！27人の新１年生も清鷹小学校に仲間入り！
4月7日 清鷹小学校入学式4月7日 清鷹小学校入学式

▲お姉さんに手を引かれて入場

▲あいさつをする山本校長

▲児童代表であいさつをする山城侑輝さん

▲清鷹小学校の校旗授与

▲清鷹小学校の校歌を全校児童で斉唱

▲名前を呼ばれて元気よくお返事

▲鈴木寧愛琉（ねいる）さんが１年生へ向け歓迎の言葉を送る▲入学児童紹介

2校の伝統を受け継ぎ、
新たな歴史を創っていく
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合格
報告

　秋田県の「春の火災予防運動」に合わせ、市では北秋田市
消防団（杉渕一弘団長）と消防本部職員らによる一斉放水訓
練が、４月４日に鷹巣地区と森吉地区の２か所で２地区合同
により行われました。
　鷹巣地区では鷹巣中央公園、森吉地区では阿仁前田の阿仁
川右岸河川敷で行われ、訓練開始の合図に合わせ一斉に放水
し、終了後は各分団から統監へ訓練の報告が行われました。
　閉会式では統監の津谷市長、虻川副市長から「今後も啓発
活動や訓練を通して、市民の安全安心のために一致団結して
使命を全うしてほしい」などとあいさつがありました。

春の火災予防運動 一斉放水訓練
訓練を通じ団員が一致団結放水

訓練

　第44回救急救命士国家試験に合格した北秋田市消防署合
川分署の本城谷真也さんが、４月２日に市役所を訪れ、津谷
市長に合格報告を行いました。
　本城谷さんは、令和２年９月３日から令和３年３月16日
まで北海道札幌市での研修を受け、３月14日に行われた国
家試験に臨み、見事合格を果たしました。
　報告を受けた津谷市長は「今回の合格は、市としても誇り
であるし今後の活動に期待している。市民の生命と安心安全
のために市消防の力をアップさせ、いざという時には尽力し
てほしい」などと激励しました。

第44回救急救命士国家試験合格報告
市内で27人目の救急救命士に

　北秋田市地域おこし協力隊の北秋田市観光コーディネー
ターとして活動した高橋了介さんと高橋彩子さんが３年間の
任期を迎え、３月31日に市役所で退任式が行われました。
　了介さんはマタギ文化のＰＲ、彩子さんはどぶろくの製造
に従事したほか、北秋田市在住のデザイナーとコラボしてT
シャツなどの販売も行っています。
　退任にあたり、了介さんは「今後もマタギ関係で協力でき
ることがあったら協力していきたい」と話し、彩子さんは「念
願の阿仁合に住むという夢が叶ったので、市民として今後も
引き続き頑張っていきたい」などと話しました。

高橋了介・彩子地域おこし協力隊員退任式
今後も北秋田市で頑張りたい観光

振興

　北秋田市内の９つの小学校で、４月７日に入学式が行われ
ました。そのうち、鷹巣小学校（木下隆校長）では、49名
の新入生が、期待を胸に式へ臨みました。
　新入生は、６年生に手を引かれて体育館に入場し、参加し
た５、６年生や教職員、保護者が大きな拍手で迎えました。
　木下校長は「学校に来る時は大きな声であいさつしてくだ
さい。学校生活の中で、自分で出来ることを一つ一つ増やし
ていきましょう」などとあいさつしました。
　また、お祝い品として交通安全母の会から「交通安全黄色
い鈴」、市から「きぼうブロック」が贈呈されました。

市内小学校で入学式が行われる
元気いっぱいに学校生活がスタート入学

　令和２年度秋田県スポーツ賞「生涯スポーツ賞」を受賞し
た簾内照光さん（78歳・今泉）が、４月５日に市役所を訪れ、
津谷市長に受賞報告をしました。
　簾内さんは、秋田県グラウンド・ゴルフ協会常任理事、副
会長を歴任し組織の発展に尽力されたほか、平成30年には
北秋田市グラウンド・ゴルフ協会会長に就任し、協会の運営
と会員の健康増進を図っています。
　受賞について簾内さんは「人と人とのつながりを大事にし
て健康第一にグラウンド・ゴルフを楽しんでもらえれば幸い
で、それを手伝うのが私の役目である」などと話しました。

県スポーツ賞生涯スポーツ賞受賞報告
協会運営や会員の健康増進等に貢献受賞

報告

　北秋田市消防団長の辞令交付式が、４月１日に市役所で行
われ、杉渕一弘さん（65歳・増沢）に津谷市長から辞令が
交付されました。
　杉渕さんは、昭和58年に合川消防団に入団し、今まで副
分団長、分団長を歴任されたほか、平成25年からは副団長
を務められました。団長としての任期は、令和３年４月１日
から令和５年３月31日までの２年間となります。
　杉渕さんは「消防団員の資質向上と装備の充実のほか、コ
ンプライアンス（法令順守）も求められるため、団員への周
知徹底を呼び掛けていく」などと話しました。

北秋田市消防団団長辞令交付式
杉渕一弘さんが消防団長に新任辞令

交付

　市では福島県沖を震源とする地震に係る被災地を支援する
ため、県市長会の要請を受け、３月22日から26日までの５
日間、福島県相馬市へ髙堰光樹主査（財務部税務課）を派遣
しました。
　相馬市での罹災証明書発行のため家屋調査事務に従事した
髙堰主査は、３月30日の報告会において「現地は北秋田市
と違い、瓦屋根の家屋が多く、今回の地震で屋根の被害が多
数発生した。現地調査が必要な家屋が多かったことから、災
害復旧においてマンパワーの確保の必要性を強く感じた」な
どと、支援活動状況を報告しました。

福島県沖を震源とする地震に係る職員派遣
被災地での支援活動を報告職員

派遣



〜 地域で学び、活動する皆さんを応援します 〜
北秋田市教育委員会

■公民館活動
■生涯学習
■文化振興
■学校
■スポーツ
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　伊勢堂岱遺跡のサケ放流事業「カムバック縄文
サーモン」が４月３日に行われ、遺跡の下を流れる
湯車川にサケの稚魚約２万匹を放流しました。
　遺跡のすぐそばでサケの遡上を観察できることは
非常に珍しく、約4000年前にこの地域で生活して
いた縄文人も遡上してきたサケを食べていたと考え
られており、この環境を守ろうと平成23年から始
めたこの事業は今年で11回目を迎えました。参加
者たちはバケツに入ったサケの稚魚を川岸から放流

し、旅立つサケが大きくなって元気に帰ってくるよ
う願いを込めて見送りました。

　３月23日、少年少女合唱団とＯＢを中心に構成
されたＭＭＣによるスプリングコンサートが市文化
会館を会場に開催されました。
　昨年はコロナ禍により中止となり、団員にとって
待ちに待ったコンサートでした。第１部では、成田
為三作品を含む合唱曲を演奏し、１年間の活動の成
果を披露。第２部では、昨年上演できなかった
ミュージカル「ブレーメンの音楽隊」が上演され、
それぞれが役になりきって熱唱しました。コロナ対

策の制約もありましたが、会場はコンサートを開催
できる幸せ、歌を共有できる喜びに包まれていました。

　４月からの清鷹小開校に向け、建築が進められて
いた児童クラブの内覧会が、３月14日に児童と保
護者を対象に行われました。
　校舎北東側の竜森寮跡に新築したもので、放課後
の児童の安全な生活と遊びの場を提供するために整
備し、79人の児童が利用申込みをしています。
　この日は84人の親子が、木の温かみを感じる明
るく広い廊下を体感しながら、新生活を楽しみに待
ちわびていました。

湯車川でサケの稚魚２万匹旅立つ
ゆぐるま

～カムバック縄文サーモン～

「清鷹小児童クラブ」がスタート「清鷹小児童クラブ」がスタート
～放課後の児童の安全のために～

2年ぶりのスプリングコンサートを開催
～浜辺の歌音楽館少年少女合唱団・ＭＭＣ～

▲川岸から稚魚を放流する参加者

▲息の合ったハーモニーを披露したステージ

▲明るく広い児童クラブを見学する児童たち

環　境
コラム
第43回

北
秋
田
市
の
資
源
ご
み
の
現
状
を
知
り
、

適
切
な
分
別
を
意
識
し
て
み
よ
う

　
市
の
資
源
ご
み
の
現
状
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
下
記
の
表
は
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
た
資
源
ご

み
の
量
と
、
ご
み
の
総
排
出
量
に
対

す
る
資
源
ご
み
の
割
合
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
資
源
ご
み
の
割
合
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
の
導
入
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の
活
用
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
も
あ
り
、
紙
、

缶
、
び
ん
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
資
源
ご
み
が
正
し
く
分
別

さ
れ
な
い
こ
と
で
、
燃
や
せ
る
ご
み

や
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
資
源
ご
み
は
正
し
く
分
別
す
る
こ

と
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
燃
や
せ
る

ご
み
や
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
削
減
と

な
り
、
ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
の
抑
制
と
、
燃
え

残
る
灰
の
減
少
に
よ
り
最
終
処
分
場

の
延
命
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

へ
売
却
さ
れ
、
売
り
上
げ
が
ご
み
処

理
に
か
か
る
費
用
の
一
部
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
ご
み
を
捨
て
る
際
は
、
資
源
ご
み

と
し
て
出
せ
る
の
か
、
出
せ
な
い
の

か
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
適
切
な
分
別
を
す
る
こ
と

で
ご
み
の
発
生
を
抑
制
し
、
環
境
へ

の
負
荷
が
低
減
さ
れ
る
循
環
型
社
会

の
構
築
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

H27
776 712 683 651 616
70 70 71 73 73

H28 H29 H30 R元

紙類

資源ごみの合計

ゴミの総排出量

資源ごみの割合（％）

ペットボトル
その他の資源ごみ 466 436 426 410 396

1,312 1,218 1,180 1,134 1,085
11,285 10,876 10,628 10,580 10,742
11.6 11.2 11.1 10.7 10.1

参考：R元　古紙売却収入：6,920千円、ペットボトル売却収入：3,163千円（収入計：10,083千円）

（単位：t）

〒018‐3392　北秋田市花園町19‐1　北秋田市総務課総務係 ☎62‐1111問申

市ホームページに詳しい
情報を掲載しています

≪一次試験≫※SPI3で実施します
エントリー期間　５月６日（木）から６月18日（金）まで
※郵送、持参での申込みは受付けできません。リクナビ2022
（インターネット）からエントリーしてください。採用試験の
詳細は、ホームページでご確認ください。
試験期間　６月１日（火）から６月29日(火）
試験会場　全国各地のSPIテストセンター

北秋田市職員採用試験案内北秋田市職員採用試験案内

①大学卒程度 一般行政　 ［採用予定］６～７人程度
【受験資格】　①1992年４月２日から2000年４月１日までに生まれた者／②2000年４月２日以降に生まれた
者で、大学卒または2022年３月卒業見込みの者

②建築　［採用予定］２人程度
【受験資格】　①1982年４月２日以降に生まれた者で、2022年３月末日までに大学において建築系学科の課程
を修めた者または修める見込みの者／②1982年４月２日以降に生まれた者で、１級建築士または２級建築士の
資格を有する者

③土木　［採用予定］２人程度
【受験資格】　1982年４月２日以降に生まれた者で、2022年３月末日までに大学において土木課程を修めた者
または修める見込みの者

試験区分
大学卒程度 一般行政／建築／土木

※９月中旬に高卒程度、消防吏員の
採用試験を予定しています。詳細は
広報７月号およびホームページ等で
お知らせします。

そじょう



健康ひろば

医療健康課健康推進係
☎62‐6666

問

～保健センターからのお知らせ～
健 康 ひ ろ ば

※各事業は状況により延期または中止になる場合が   あります。詳細については直接お問い合わせください。 広報きたあきた　2021.5.1広報きたあきた　2021.5.1 2223

健 康

■母子健康手帳交付（要予約）
時間：９時30分～16時
場所：北秋田市保健センター
月日：５月10、17、24、31日（各月曜日）
※事前に予約してからおいでください。
　交付日に来られない場合も事前に連
　絡しておいでください。
※記入用紙があり手続き終了まで30
　分程度かかります。
※妊婦本人の個人番号（マイナンバー）
　の記入が必要です。個人番号カード
　または通知書と本人確認書類（運転
　免許証等）などご持参ください。

■乳幼児健診・相談
場所：北秋田市保健センター
持ち物：母子健康手帳・アンケート用

紙・バスタオル他
（期日、受付時間、対象）
４か月児健康診査
（５月26日（水） 12時30分～12時45分
令和３年１月生まれの子）
７か月児育児相談
（５月26日（水） ９時45分～10時
令和２年10月生まれの子）
10か月児健康診査
（５月26日（水） 12時45分～13時
令和２年７月生まれの子）
２歳児歯科健康診査
（５月21日（金） 13時30分～13時45分
平成30年11、12月生まれの子）
３歳児健康診査
（５月19日（水） 12時30分～12時45分
平成29年12月、平成30年１月生まれ
の子）

■助産師相談室「あのね、助産師さん」
月日：５月10、17、24日（月）
時間：９時30分～12時
場所：北秋田市保健センター
内容：助産師が産前・産後のお母さん身

体のことや授乳に関する心配な

どお母さんと赤ちゃんの相談に
電話や来所にて対応します。

　 子育て世代包括支援センター
　「ココロン」　☎ 62‐6681

■おいＤＡＹ
月日：5月24日（月）
時間：10時～12時
場所：北秋田市保健センター
対象：妊婦さん、子育て中のママや育児

中のご家族
内容：おしゃべり、交流の場です。どな

たでもお好きな時間に遊びにい
らしてください。

■にじいろリボン（子育てサークル）
月日：5月10日（月）
時間：10時～11時30分
会場：北秋田市保健センター
対象：北秋田市内にお住まいの未入園

のお子さんと保護者
内容：親子あそび（家庭教育支援チーム
「にこっと」）

※申込はいりません。直接会場にいら
　してください。

■こども立ち寄り相談室
月日：5月21日（金）
時間：15時～17時
場所：北秋田市民ふれあいプラザコム

コム2階A・B研修室
内容：体や心、勉強の悩み、友達との関

係や家族のことなど誰にどう
やって話したらよいか分からな
いこともあります。どんな小さな
ことでも話したい気持ちになっ
たら寄ってください。申込は必要
ありません。

■マタニティ教室（クッキングコース）
月日：5月17日（月）
時間：10時～13時
会場：北秋田市保健センター
対象：妊婦さんとその家族
内容：調理実習他

　　 「妊娠中のおすすめメニュー」
持ち物：母子健康手帳、エプロン
※１週間前までにお申込みください。

■自分測定日
　定期的な体組成測定で健康な「から
だ」作り始めませんか？
月日：５月24日（月）
時間：９時～19時（所要時間は15分程

度です）ご都合のよい時間におい
でください。

内容：体組成（裸足で行います）・血圧測
定、測定値の説明

■精神保健相談及びアルコール
健康相談

月日：５月20日（木）
時間：15時30分～16時30分（受付15

時～）
場所：北秋田保健所２階
※前日午前まで要予約
　 北秋田保健所 ☎62‐1165

■心のふれあい相談員によるサ
ロンへどうぞ

　サロンでは、お茶やコーヒーを飲み
ながら話をしたり、さまざまな悩みを
語り合う場です。心のふれあい相談員
（市民の身近な相談役として活動する
ボランティア）がお待ちしています。
サロン「お茶っこ」阿仁保健センター
日時：５月11日（火）10時～13時30分
サロン「えがお」前田公民館
日時：５月17日（月）10時～14時
サロン「すかっと」森吉保健センター
日時：５月21日（金）10時～14時
サロン「梅っこ」合川保健センター
日時：５月24日（月）10時30分～14時
精神保健福祉ボランティア「れもんの
会」による
サロン「あんず」北秋田市交流センター
日時：毎週火曜日11時～14時

こ ど も

　５月11日（火）
●大館能代空港
　ターミナルビル（株）
　13時15分～14時15分

●北秋田市商工会
　15時～16時

　５月16日（日）
●いとく鷹巣
　ショッピングセンター
　10時～11時30分
　13時～16時

　６月３日（木）
●朝日建設（株）本社
　10時～11時30分
　13時～16時

献血日程
■がんサロン「北秋田虹の会」

　がん患者や家族が抱えている不安や
悩みなどお茶を飲みながら話してみま
せんか？話すことで気持ちが少しでも
楽になってほしい「場づくり」の会です。
（個人情報はお守りいたします）ご自由
に参加ください。
月日：５月27日（木）
時間：13時～15時
場所：北秋田市交流センター男女共同

参画活動拠点施設「ハートフルプ
ラザ・北秋田」

　 北秋田市医療健康課 ☎62‐6666

■パワーリハビリ教室参加者募集

　全身の使っていない筋肉を動かして
老化のリハビリをしましょう。
対象：65歳以上で特定検診・後期高齢

者検診を受けた方
期間：７月～９月（週１回３か月間）
場所：合川保健センター
内容：専用マシンを使った軽運動など
　　 ※送迎あります。
申込締切：５月28日（金）
　 北秋田市医療健康課 ☎62‐6666

■北秋田市民病院で胃がん検診
が受けられます

実施期間：令和３年５月～令和３年12
月末

対象者：40歳～74歳（年度末年齢）の
北秋田市民

医療機関：北秋田市民病院（要予約）
検査内容：胃部エックス線検査（バリウム）
自己負担：1,400円（医療機関での支払

いはありません。自己負担の
ある方には、後日医療健康課
から納入通知書をお送りし
ます。）

※料金の詳細は健康ガイドを
ご覧ください。

持ち物：健康保険証、成人検診受診券
　　 北秋田市民病院保健福祉活動室
　　 ☎0186‐62‐7010

■手話奉仕員養成講座（入門課程）
月日：6月10日（木）～11月11日（木）

予定
時間：毎週木曜日 19時～21時
場所：市民ふれあいプラザコムコム
費用：3,240円（テキスト代）
定員:10人
申込締切：５月28日（金）
　　　福祉課地域障がい福祉係
　　　☎62-6637
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健康ガイド訂正とお詫び
令和３年度版健康ガイド４ページ掲載の
「健康標語」の氏名に誤りがあります。正
しくは鷹巣小６年 德永美月さんです。
訂正してお詫び申し上げます。
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■クマに注意してください！
　近年、クマの出没が増加しています。
クマとの遭遇に注意してください。ク
マは５月～11月頃まで食物を探して
良く動き回ります。特に早朝と夕方の
薄暗い時間帯の外出は控えましょう。
クマによる被害が発生する前に、電気
柵の設置や刈り払いによる緩衝帯整
備・果実の早期収穫もしくは放置果樹
の伐採を行うようにしてください。人
とクマとの出会いを避ける工夫が事故
防止につながります。
　 農林課林業振興係 ☎62‐5517
　 北秋田警察署 ☎62‐1245

■大館能代空港からのお知らせ
　空港周辺では、航空機の安全を確保
するため建物等の高さ制限が設定され
ています。対象区域内で物件等の設置
工事や無人航空機を飛行させる場合は、
事前にお問合せください。
　なお、無人航空機にはラジコン機や

■秋田県高齢者総合相談・生活支
援センターからのお知らせ

相談受付時間　平日９時～17時
相談方法　来所・電話・メール・手紙
　　　　　※相談は無料です。
相談内容
▶高齢者やその家族の悩み、将来への
　不安の相談
▶高齢者で孤立や孤独を感じている方
　の相談
▶誰かとつながりを持ちたい、話を聞
　いてほしい　など
　 秋田県高齢者総合相談・生活支援センター
　 〒010‐0922 秋田市旭北栄町1‐5
　 ☎018‐824‐4165
　 E-mail　ikigai@akitakenshakyo.or.jp

小型のドローンも該当します。航空機
の安全確保のため、ご理解とご協力を
お願いします。対象区域等については、
秋田県公式サイト「美の国あきたネッ
トー大館能代空港周
辺における建物等の
高さ制限について」
をご覧ください。
　 大館能代空港管理事務所施設班
　 ☎63‐1001

■有毒植物による食中毒に注意
しましょう

　山菜の季節になると、例年、有毒植物
による食中毒が発生しており、過去に
は県内で死亡者も発生しています。
　食用と判断できない植物は絶対に
「採らない」「食べない」「売らない」「人
にあげない」でください。野草を食べて
体調が悪くなったときは、すぐに医療
機関を受診してください。
　 北秋田保健所 ☎62‐1167

問

■日本年金機構からのお知らせ
　日本にお住まいの20歳以上の方は
国民年金に加入し保険料を納付する必
要があります。国民年金制度の内容や
メリット、保険料の納付方法や免除の
手続きなどを動画でご案内しています。

　　　　　　　　　日本年金機構の
　　　　　　　　　ページはコチラ
　　　　　　　　　

■北秋田市ごみ集積所整備費補
助金について

　老朽化等に伴い、各自治会等が設置・
管理するごみ集積所を更新もしくは修
繕等を行う場合、その整備に係る費用
の一部について補助金を交付します。
　申込期限を５月末日までとしており
ますので、活用をご検討されている自

く ら しお し ら せ

　市では、災害が差し迫っている際に発表する気
象情報や避難情報などを、お手持ちの携帯電話へ
メールでお知らせします。
　いざというときに、慌てず速やかな行動をとれ
るよう、ぜひ登録をお願いします。

＝＝＝＝＝＝＝＝　登録方法　＝＝＝＝＝＝＝＝
　QRコードを携帯電話やスマートフォンで読み
取り、「北秋田市防災情報メール」のページへア
クセスし、案内に従って登録をお願いします。

「北秋田市防災情報メール」
ぜひご登録を！

　 総務課危機管理係 ☎62‐6602問　 総務課危機管理係 ☎62‐6602問

災害時に備え  
防災ラジオを設置しましょう

貸与の対象
①市内に住所を有しており、居住している世帯の
世帯主
②市内に住所を有する事業所

貸与台数
１世帯および１事業所あたり１台

申込方法
総務課危機管理係または各総合窓口センター・出
張所で申込みを受付しています。

※聴覚障害を交付要件として、身体障害者手帳の
交付を受けている方の属する世帯へは、文字表
示機能付き防災ラジオを用意しています。

設置無料・申込みは随時受付中

設置無料

ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人

ＤＭＯ 秋田犬ツーリズム便り

　　秋田犬ツーリズム ☎070‐2020‐3085問

　この度、秋田犬ツーリズムを含む県北3DMOが協力し、
県北の市日情報が一覧表で確認できる「秋田県北市日カ
レンダー・市日マップ」を作成しました。あまり知られ
ていなかった市日開催の情報をまとめることにより、「都
合のいい日に、この市日に行こう！」という流れが生まれ、
県北の市日を通じた新たな人の流れによるマイクロツー
リズムの促進効果が期待できるものと考えております。
　なお、カレンダー・マップは秋田犬ツーリズム、商工会、
観光協会など
で提供できる
ようにしてお
りますので、
ぜひご活用く
ださい。

問

問

問

問

令和3年度

地籍調査予定区域のお知らせ
対象地区

　例年、対象地区の土地を所有する方を対象とした説
明会を開催しておりましたが、新型コロナウイルスの
影響により、説明会に替えて、対象となる方へ資料を
送付のうえお知らせいたします。

　住吉町の一部

　 財政課地籍調査室 ☎62‐8000問

調査予定区域

治会等におかれましては、事前に問い
合せ先までご連絡ください。
　 生活課環境係 ☎62‐1110

■オンラインＡターンフェア開
催のお知らせ

　秋田県では、県外在住者等を対象と
する就職・移住相談イベント「オンライ
ンAターンフェア」を開催します。
　ご興味のある方はぜひご参加ください。
日時　６月27日（日）13時～17時
※５月27日（木）より特設サイトオー
プン及び面談予約受付開始予定

内容　県内企業や市町村等と県内就
職・移住を希望とする方との個
別オンライン面談（Zoomを使用）

対象　▶県内就職・移住を希望する方
（一般・学生、県外在住、県内在
住問わず）

　　　▶予約制（当日予約可）
　 公益財団法人秋田県ふるさと定住機構
　 ☎018-826-1731
問

QRコード
（ガラケーの方）

QRコード
（PC・スマートフォンの方）
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■秋田県育英会奨学生募集
【大学・短大】①大学月額奨学金 ▽所得制限あり ②多子世帯

向け奨学金 ▽所得制限なし ▽世帯の子どもの
数が３人以上であること

【専修学校】 専修学校月額奨学金 ▽所得制限あり
応募資格　①秋田県出身者であること。②令和３年４月に文

部科学省所管の国公立、私立の大学、短期大学に入
学し、１年に在籍していること。または、令和３年
４月に学校教育法で定める専修学校専門課程に入
学し、１年に在籍していること。③高校卒業後３年
以内の者、高卒認定者は中学校卒業後６年以内の
者。

　　　　※いずれの奨学金も、他の給付型奨学金との併用可
　　　　　（他の貸与型奨学金との併用不可）
募集定員　大学月額20人程度／多子世帯20人程度／専修月額10

人程度
申込期間　令和３年５月６日（木）～25日（火）必着
貸与月額　５万円
貸与期間　在学する学校の正規の最短修業年限
貸与方法　隔月に２か月分ずつ秋田銀行の奨学生本人名義の口

座へ振り込みます。
※ 詳しくは募集要項、ホームページをご覧ください。
　 公益財団法人 秋田県育英会 ☎018‐860‐3552

■憲法週間行事のお知らせ
▶無料法律相談
金銭・土地建物・交通事故・相続などの法律問題について、秋田
弁護士会所属の弁護士がご相談に応じます。
日時　５月25日（火）　10時～15時30分
会場　アトリオン７階
募集定員　16人（予約制、先着順）
▶三庁（裁判所・検察庁・法務局）見学ツアー
日時　５月26日（水）　13時30分～16時
集合場所　秋田地方検察庁
募集定員　20人（予約制、先着順）
申込受付　５月10日（月）～５月20日（木）まで電話にて
　　　　　①申込みの行事②氏名③人数④連絡先
　　 秋田地方・家庭裁判所事務局総務課庶務係
　　 ☎018-803-0181

■企業在職者対象の講習
▷接遇＆マナー講座
期間　５月25日（火）、26日（水）
場所　鷹巣技術専門校
時間　８時30分～15時
対象者　企業在職中の方
定員　10名（先着順）
受講料　無料（テキスト代1,870円）
申込締切　５月13日（木）
▷日商簿記3級直前講習
期間　６月２日（水）、３日（木）
場所　鷹巣技術専門校
時間　８時30分～15時
対象者　企業在職中で日商簿記３級

を受験予定の方
定員　10名（先着順）
受講料　無料（テキスト代1,320円）
申込締切　５月20日（木）
▷ガス溶接技能講習
期間　６月９日（水）、10日（木）
場所　鷹巣技術専門校
時間　８時50分～17時15分

■求職者向け職業訓練生の募集
訓練科（定員）
　電気設備技術科（15名）
　ビル管理技術科（15名）
訓練期間
　７月２日（金）～12月24日（金）
　（６か月）
時間　９時30分～15時40分
会場　ポリテクセンター秋田（潟上市）
募集期間　４月23日（木）～５月27日（木）
受講料　無料（テキスト代別途）
応募資格　ハローワークに求職申し込

みをされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再就
職を希望する方

　 ポリテクセンター秋田
　 ☎018‐873‐3178
※毎週木曜日に施設見学会を行ってい
ます

し ご とく ら し

問

対象者　企業在職中の方
定員　15名（先着順）
受講料　無料（テキスト代880円）
申込締切　５月６日（木）
▷パソコン入門講習
期間　６月22日（火）、23日（水）
場所　鷹巣技術専門校
時間　８時30分～15時
対象者　企業在職中の方
定員　10名（先着順）
受講料　無料（テキスト代1,100円）
申込締切　６月10日（木）
　 鷹巣技術専門校 ☎84‐8351

■秋田働き方改革推進支援セン
ター無料電話相談のお知らせ

人事・労務・就業規則、雇用関係助成金
などについて、社会保険労務士が無料
で相談に応じます。※オンラインでも可
相談受付時間　平日9時～17時
　 秋田働き方改革推進センター
　 ☎0120-695-783

５月は消費者月間です

消費生活センターに
　　　　　 ご相談ください

　電話勧誘や通信販売での契約トラブルが増えてい
ます。おかしいと思ったら、一人で悩まず早めにご
相談ください。（相談無料・秘密厳守）

「消費生活センター」（生活課内）☎62‐6628
「消費者ホットライン」局番なし１８８
受付時間　どちらも （平日）８：30～ 17：15

〇消費生活センターは
　消費者のための身近な相談窓口です。

　消費生活における不安や苦情、被害の相談に応じ、
問題解決のための助言や情報提供、あっせんなどをし
ます。

悪質商法による被害 事業者とのトラブル

製品や食品、サービスによる事故 など

▽　相談窓口　▽

又は い　や　や

振り込め詐欺や悪質な電話勧誘から守るため振り込め詐欺や悪質な電話勧誘から守るため

無料
対象　次のいずれかに該当する世帯
①市内に住所を有する65歳以上のみの世帯
※同居する家族が、出稼ぎや単身赴任などで、ふだん
65歳以上の方のみで生活している世帯も含みます。

②その他、特に貸出しが必要と認められる世帯

貸出期間　貸出日から６か月以内

※ただし、６か月を過ぎても装置が必要であると認め
られる場合は、さらに６か月を限度に延長できます。

◎着信前に警告メッセージが相手に流れます。
◎電話の内容が自動的に記録されます。
◎万が一の時、警察署や消費生活センター、親戚など
に緊急事態の発生を知らせるボタンがあります。

主な機能

 生活課地域推進係 ☎62‐6628問申

問

問

問

問申

問申

通話録音装置を通話録音装置を で貸出しますで貸出します

　　　　　･･･綴子字胡桃館２★

簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～35,400円

　　　　･･･本城字上悪戸31‐1★

木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,100円～41,500円

　　　　　･･･米内沢字ヲツコ沢77‐1★

木造2階1戸3ＬＤＫ 月額22,400円～51,400円

　　　　　　　　･･･米内沢字伊勢ノ森37-16★

木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額22,200円～51,200円

　　　　　・・・阿仁水無字上新町東裏17-1★

木造平屋２戸建３ＤＫ 月額17,200円～26,800円

　　　　　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51‐1

鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,100円

（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）

　　　　　　　　　　　　　･･･上杉字上屋布岱61‐47★

木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円

　　　　　　　　　　　　　　･･･米内沢字諏訪岱33‐1★

木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000円～70,000円

　　　　　　　　　　　　　　  ･･･米内沢字上野102番地5★

木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000円～70,000円

※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページをご覧にな
るか、お問い合わせください。（現地案内も行っています）

市営住宅入居者募集

　　都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

上新町団地

胡桃館団地

御嶽団地

松山町団地

伊勢ノ森第2団地

上新町団地

サンコーポラスなかたい住宅

上杉団地（特定公共賃貸住宅）

諏訪岱団地（特定公共賃貸住宅）

米内沢駅前団地（特定公共賃貸住宅）

胡桃館団地

御嶽団地

松山町団地

伊勢ノ森第2団地

上新町団地

サンコーポラスなかたい住宅

上杉団地（特定公共賃貸住宅）

諏訪岱団地（特定公共賃貸住宅）

米内沢駅前団地（特定公共賃貸住宅）

【入居資格】　収入基準を満たすこと（公営住宅：158,000円
以下、特定公共賃貸住宅：158,000円超487,000円以下、サ
ンコーポラスなかたい住宅：487,000円以下）／住宅に困窮
していることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　５月６日（木）～14日（金）※土日祝除く
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　　　　　　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター
【現地案内】　募集期間内に住宅をご案内します。ご希望の
方は希望日の前日までに電話等でお申込みいただき、当日
は希望住宅地に直接お越しください。
※ただし、土・日・祝日を除きます。
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■北秋田市民病院 休診日
▷休診日なし
　 北秋田市民病院 ☎62‐7001

■米内沢診療所・心臓血管外
科終了のお知らせ

　令和３年６月をもちまして、北
秋田市立米内沢診療所の心臓血管
外科を終了することになりました。
最後の診察日は、６月11日（金）と
なります。ご利用の皆さまには、大
変ご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解の程よろしくお願いいたし
ます。
　 米内沢診療所 ☎72‐4501

■市長交際費《３月》
▷慶弔費　95,000円(４件）
▷会　費　         0円(０件）
▷その他　  　　 0円(０件）
▷合　計　95,000円(４件）
※交際費は市長代理で副市長等が
出席している分も含んでいます。

■入札結果の公表《３月》

《250万円以上の契約状況》

▶排水維持工事（その他市道旭町7

号線）／10,516,000円／(株)芳賀

工務店▶道路維持工事（その他市

道小森線）／7,700,000円／（有）

長岐建設▶排水維持工事（1級市道

鶴田線ほか）／3,729,000円／秋

林工業(株)▶舗装維持工事（その

他市道松山町線）／7,568,000円

／秋田土建(株)▶道路維持工事（1

級市道ブナ森線）2,915,000円／

(株)松岡組▶舗装維持工事（１級市

道銀山水無線）／5,060,000円／

（株）上杉組▶舗装維持工事（その

他市道田子ケ沢～岩谷線）／

4,862,000円／（株）津谷組▶舗装

維持工事（その他市道摩当3号線）

／4,510,000円／朝日建設（株）

　 財政課財政係 ☎62‐6607

人口と世帯数
※3月31日現在の住民基本台帳による

総人口 30,565人（181人減）【160人】
男　 14,375人（91人減）【　27人】
女　 16,190人（90人減）【133人】
　　出生 8人　　転入 111人
　　死亡 72人　　転出 228人

世帯数 13,909世帯（26世帯減）【152世帯】
※【　】は、うち外国人住民

お し ら せ

問

100歳おめでとうございます100歳おめでとうございます

橋本ユリさん（宮前町）
大正10年３月22日生まれ

佐藤リサさん（阿仁前田）
大正10年３月25日生まれ

疋田タエさん（上杉）
大正10年３月25日生まれ

〇固定資産税…同封の課税明細書で課税状況をご
確認ください。火災などの災害や経済的理由によ
り減免を受けられる場合があります。

〇軽自動車税…心身に障がいのある方が所有する
車両は、減免を受けられる場合があります。

※減免の申請期限は納期限までですので、お早め
にご相談ください。

固定資産税 ／ 軽自動車税固定資産税 ／ 軽自動車税５月上旬

納税通知書を送付します

 税務課市税係 ☎62‐1116問

問

　ツキノワグマのほか、イノシシ、ニホンジカ、ニホンザルの出没も確認されています。野生動物を目
撃した際は、目撃場所や時間、大きさなどできるだけ詳細に教えていただくことで、被害対策が迅速に
実施できますのでご協力をお願いいたします。
　 農林課林業振興係 ☎62‐5517／北秋田警察署 ☎62‐1245

野生動物の目撃情報をお寄せください

問

問

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜
62‐7001
62‐7001
62‐7001
62‐7001
62‐7001
63‐2700
60‐1055
63‐0515
62‐7001
69‐7311
72‐4501
62‐1400
69‐5300
62‐7001
62‐1146
62‐7001
62‐1155
82‐2351
78‐3161
63‐0515
63‐2700
62‐7001
62‐7001
60‐1055
72‐4501
62‐1400
69‐5300
69‐7311
62‐1155
62‐7001
62‐1146

北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
阿 仁 診 療 所
国民健康保険合川診療所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
毛利整形外科クリニック
児 玉 内 科 ク リ ニ ッ ク
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

3月16日～4月15日届出分

ご誕生おめでとう
　　　　ございます

慶 弔 だ よ り

お二人の前途を
　　　　 祝福します

（ 伊 藤 良 太

内山はるか

宮 前 町

青 森 県

りょうた

戸 澤 春 陽

武 田 春 香

淡 路 心 緒

中 嶋 颯 人

柴 田 盟 惟

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

拓哉

幹正

幸樹

健太

裕孝

長女

二女

五女

二男

長男

前 山

材 木 町

東 横 町

舟 見 町

松 ヶ 丘

はる ひ

は る か

み お

は や と

め い

（

（

（

（

（

悠里

知巳

円

めぐみ

唯
さん

さん

奈良ひより

武 石 陽 詩
ひな た

ちゃん

ちゃん

（

（

太吾

勝也

かおり

致文

二女

長女

米内沢駅前

根 小 屋

おくやみ申し上げます

戸嶋アサ ノ
館 山 ミ ズ ヱ
津 谷 　 昇
畠 山 庄 治
小 笠 原 　 進
山 内 賢 一 郎
伊 藤 テ ツ
畠 山 　 実
佐 藤 禮 子
明 石 　 博
成 田 栄 子
三 澤 喜 代 司
丹 　 チ セ
成 田 正 宏
畠 山 　 明
久 留 嶋 ア イ
亀 山 ヒ サ
松 岡 國 雄

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

96
87
70
92
76
96
84
89
90
82
93
88
98
79
86
89
87
77

坊 沢 上 町
坊 沢 大 町
田 子 ヶ 沢
大 畑
大 畑
糠 沢
新 田 中
新 田 中
新 田 中
太田屋敷後
元 町
元 町
材 木 町
花 園 町
舟 見 町
舟 見 町
田 沢
摩 当
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歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

加 賀 勝 男
泉 　 秀 雄
藤 原 フ ミ
尾 登 芳 枝
山 田 耕 三
長 岐 政 一
小 林 　 均
工 藤 和 則
米 澤 悦 子
佐 藤 フ キ
櫻 庭 ア キ 子
木 村 ミ サ
佐 藤 富 士 夫
永 坂 カ ツ
成 田 蓉 子
成 田 ケ イ
金 田 ス ヱ
佐 藤 半 藏
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さん
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さん

さん

さん
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さん

さん

さん

さん
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74
84
94
89
82
75
76
68
68
80
85
91
86
91
83
90
91
92

あけぼの町
藤 株
舟 場
本 郷
本 郷
本 郷
道 城
上 杉
上 杉
川 井
川 井
梅 栄
金 沢
松 ヶ 丘
合 川 李 岱
合 川 李 岱
三 里
七 曲
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櫻 庭 タ ヱ
佐 藤 友 子
櫻 田 市 太 郎
九 嶋 リ ツ
根 田 喜 代 治
藤 本 み き 子
奧 田 キ ヌ
髙 橋 敏 夫
新 林 ト ミ
庄 司 得 泰
梅 井 ハ ル
齊 藤 み や 子
工 藤 広 明
伊 東 聖 子
鈴 木 　 裕
秋 林 仁 鋭
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松 山 町
新 丁
本 城 上
向 本 城
長 野
浦 田
浦 田
前 田 駅 前
鍛 治 町
八 幡 森
吉 田
畑 町
畑 町
畑 町 東 裏
比 立 内
比 立 内
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カルチャー・スポーツ・図書館・おしらせ

※各事業は状況により延期または中止になる場合が   あります。詳細については直接お問い合わせください。 広報きたあきた　2021.5.1広報きたあきた　2021.5.1 3031

■第36回「ふるさと踊りと餅っ
こまつり」開催中止のお知らせ

　６月６日（日）に開催を予定しており
ました第36回「ふるさと踊りと餅っこ
まつり」につきましては、新型コロナウ
イルス感染症拡大等の状況を考慮し、
開催中止を決定いたしました。
　開催を心待ちにしていた皆さまには、
心からお詫び申し上げます。
　 ふるさと踊りと餅っこまつり
　 実行委員会 ☎62‐1850

■中医学薬膳講話のお知らせ
▶病気にならない「からだづくり」
　～日常に活かす薬膳の知恵～
日時　５月10日（月）14時50分～17時
場所　市民ふれあいプラザ
講師　日本中医食養学会　鳳寛子氏
参加費　500円
定員　200名
※コロナ対策のため、募集人数を最大収
容人数の半分以下に設定しています。
参加申し込み方法
・　  ☎ 0186‐82‐3410
①表題「５月10日薬膳講話申込み」
②氏名③ふりがな④住所⑤電話番号
⑥参加人数
※参加人数が複数の場合、人数分の②
氏名③ふりがなのみご記入いただき、
住所と電話番号は代表者の方のみご
記入ください。

・ＱＲコード読み取り
　※各自お申込みください。

■コムコム「チャレンジブース」
に新店舗！

　コムコム内にある「チャレンジブー
ス」に「足もみ」と「足もみセルフケア」
をお伝えするお店『足もみスペース
みっけ』が４月からオープンしていま
す。ご興味のある方は、ぜひお立ち寄り
ください。

■もりよし写真クラブ作品展
期間　５/19（水）～６/16（水）
場所　森吉公民館１Ｆコミュニティサロン
　 森吉公民館 ☎72‐3259

■新公民館長就任について
▶坊沢公民館（☎62‐4729）戸嶋 正志
▶前田公民館（☎84‐8770）佐藤 慶博

■公民館・市民ふれあいプラザの
施設使用について

　令和３年４月からの使用予約は下記
のとおりとなります。
▶施設の使用予約の受付は、３か月前
からできます。

▶事前に予約ができる回数は、１団体
につき月４回までとなります。※月
４回を超える場合は、使用する月に
なってから空室があれば使用できま
す。

　　 生涯学習係 ☎62‐1130

■第25回秋田県青少年音楽コン
クールの開催について

日程　
▶ピアノ部門　10月16日（土）～17日（日）
（16日午前）中学生の部
（16日午後）高校生・大学生・一般、幼児
　　　　　 及び小学生低学年の各部
（17日）小学生中学年・高学年の各部
▶弦楽器部門　　 11月20日（土）
▶声楽部門　　　 11月20日（土）
▶管・打楽器部門　11月21日（日）
※申込数により変更の可能性があります。
会場　アトリオン音楽ホール
参加資格　県内在住者または県出身者

で参加当日25歳まで（声楽
は28歳まで）

開催要項等は5月下旬に県のホーム
ページに掲載される予定です。
　 秋田県観光文化スポーツ部
　 文化振興課調整・文化振興班
　 ☎018‐860‐1530

カ ル チ ャ ー

■鷹巣図書館　☎62‐1707
【開館時間】９時～19時
　　　　　※土日、祝日は17時まで
【5月の休館日】
3日、6日、12日、16日、19日、26日

■森吉図書館　☎72‐3192
【開館時間】９時～17時
【5月の休館日】
3日、4日、5日、12日、16日、19日、26日

図 書 館

■鷹巣体育館　☎62‐3800
▶５/３（月）女子中学生バレーボール

東北親善鷹巣大会＝鷹巣体育館

▶５/３（月）北秋田市民陸上記録会＝

鷹巣陸上競技場

▶５/３（月）～４日（火）北秋田小学校

野球春のリーグ戦＝中央公園野球場

▶５/７（金）～９日（日）県北地区高校

総体バドミントン競技＝鷹巣体育館

▶５/９（日）国体 兼 県体軟式野球北

秋田予選＝中央公園野球場

▶５/22（土）～23日（日）高円宮賜杯

全日本学童軟式野球北秋田大会＝中

央公園野球場

▶５/23（日）天皇賜杯全日本野球大会

秋田県予選北秋田大会＝合川球場
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問

お し ら せ

問申

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.03
0.04
0.04
0.02
0.02
0.03

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（4月5日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

ng（ナノグラム）：10億分の１グラム。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalentsの略）。ダイオキシン

類の濃度（毒性の強さ）を表示する際に用いられる記号。
μg（マイクログラム）：100万分の１グラム。

　「ダイオキシン類対策特別措置法」および「大気汚
染防止法」に基づき、北秋田市クリーンリサイクルセ
ンターから排出されるダイオキシン類、水銀等の測定
を行いましたので、その結果をお知らせします。

測定日：令和３年1月26日

北秋田市クリーンリサイクルセンターの
ダイオキシン類及び水銀等の測定結果

　 生活課環境係 ☎62‐1110問
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全水銀濃度
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ばいじん（処理飛灰）（単位:ng-TEQ/g）

焼却灰（不燃物）　　 （単位:ng-TEQ/g）

項　目 測定結果 環境基準値

　令和２年度における市の情報公開条例及び個人情報保護条例
の規定に基づく公文書の公開等についてお知らせします。
【情報公開制度】
　公開請求は30件（個人７件、団体23件）で、主な内容は、
旅館営業施設一覧、理容所及び美容所の登録状況、住居番号設
定・変更・廃止届出（申出）一覧及び金入り設計書に関係する
情報などです。

【個人情報公開制度】
　主な内容は、北秋田市職員採用試験結果及び火災に係る資料
の開示請求です。

【不服申し立ての状況】
　行政情報公開

　
　令和２年度における個人情報に係る不服の申し立て及び審査
機関への諮問はありません。

情報公開・個人情報保護制度運用状況

　　総務課総務係 ☎62‐1111問

請求に対する決定状況

 公開請求件数 全部公開 部分公開 文書等不存在 却下

 30 21 ８ 1 ―

処理状況

 不服申立件数 棄却 　　取消し　　 容認　一部容認 審査中 

 1 1 　　　　―　　　 ―　　　―　　―

請求に対する決定状況

 開示請求件数 全部公開 部分公開 文書等不存在 却下

 5 4 1 ― ―

経済センサス － 活動調査経済センサス － 活動調査

問

　令和３年６月１日を基準日として「令和３年経済
センサス － 活動調査」を実施します。全国すべての
企業・事業所が対象となりますので皆さまの調査へ
のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
▶調査票の配布・回答方法
　個人経営の事業所には、令和３年５月末日までに
調査員が直接伺い、調査票をお配りします。支社等
を有する企業には、国が調査票を郵送いたします。
　紙の調査票でも回答いただけますが、ご都合に合
わせていつでも回答できるインターネット回答をぜ
ひご利用ください。
▶調査結果の活用
　調査の結果は、国の行政施策をはじめ、民間企業
の経営計画の策定など、社会経済の発展を支える基
礎資料として、広く活用されています。

　 総合政策課政策係
　 ☎62‐6606

令和3年

問

問
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